
ア
メ
リ
カ
史
学
に
見
え
る
保
守
主
義
の
大
勢

ジ
ョ
ン
・
ハ
イ
ア
ム
の
論
丈
よ
り

津

晃

アメリカ史学に見える保守主義の大勢（今津）

｛》

C
、
，
【
要
憩
ア
メ
リ
カ
史
学
が
蒸
篭
い
し
田
憲
史
の
髪
に
お
い
て
・
糧
の
革
新
的
鍛
に
管
た
あ
る
時
禦
あ
っ
た
。
大
盤
に
い
っ
て
そ
れ

一
は
、
・
・
…
デ
・
ル
濫
・
ん
実
戦
か
臭
戦
の
縄
で
あ
り
、
亨
τ
、
・
番
謡
・
び
ず
・
ト
・
を
三
つ
の
高
い
嶺
と
し
た
．
と
．
」
ろ

一
　
が
第
二
次
大
戦
後
に
、
こ
の
風
潮
は
ま
っ
た
く
影
を
ひ
そ
め
た
。
一
つ
に
は
、
い
わ
障
る
華
新
的
歴
史
塚
の
安
易
な
両
極
的
抵
握
を
是
正
し
よ
う
と
す
る
、

　
内
的
な
要
請
か
ら
で
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
よ
り
基
本
約
に
は
、
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
社
会
の
構
造
そ
れ
自
体
、
さ
ら
に
は
共
産
臨
世
界
と
の
国
際
的

蒋
三
嘆
鞭
適
量
激
知
難
難
鞭
」
鞭
ゼ
馨
騨
て
第
一
線
級
に
あ
る
ミ
シ
ガ
ン
州
大
学
教
擾
ジ
．
ン
．

｝

は
じ
め
に

　
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
ヒ
ス
ト
リ
カ
ル
・
ソ
サ
イ
テ
ィ
に

あ
る
一
研
究
室
で
、
い
ま
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
十
二
月
汁
日
、
恒
例
の
全

國
ア
メ
リ
カ
歴
史
学
会
（
第
七
十
五
圓
）
は
一
週
聞
後
に
迫
っ
て
い
る
。
廿
八

日
か
ら
三
目
間
が
そ
の
会
期
で
、
今
年
の
開
催
地
は
一
；
i
．
ヨ
ー
ク
甫
、
注
目

の
会
長
は
シ
カ
ゴ
大
学
近
代
史
名
誉
教
授
の
シ
ェ
、
ミ
ッ
ト
博
士
（
匂
づ
⑳
同
舞
篇
◎
簿
①

国
●
Q
D
o
ピ
三
簿
）
で
あ
り
、
　
『
実
に
わ
ず
か
な
知
恵
を
も
つ
て
』
（
タ
ま
プ
溝
9
く

い
答
菖
Φ
≦
勝
α
o
ヨ
）
と
題
し
た
同
博
士
の
会
長
演
説
は
、
な
か
日
の
廿
九
日
、

晩
餐
会
の
席
上
で
行
な
わ
れ
る
。
本
年
痩
の
部
会
数
は
五
十
七
、
東
西
古
今
に
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わ
た
る
す
こ
ぶ
る
広
汎
・
多
岐
な
研
究
発
蓑
だ
が
、
筆
春
ら
の
よ
う
に
ア
メ
リ

カ
史
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
史
学
思
想
史
を
学
ん
で
い
る
者
に
と
っ
て
、
最
も
興
味

あ
る
部
会
の
一
つ
は
、
同
じ
く
廿
九
日
の
㎝
、
ア
メ
リ
カ
史
学
は
ど
こ
へ
行
ぎ
つ

つ
あ
る
か
』
（
タ
、
八
二
δ
ン
ヨ
。
風
0
9
詳
鴇
δ
叶
。
は
。
σ
Q
吋
3
）
財
《
σ
q
o
ぎ
σ
q
叩
）
と
題
し

た
都
会
だ
ろ
う
。
こ
の
席
で
の
議
長
は
、
　
「
リ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ニ
ス
ト
」
の
歳
右
翼

に
あ
る
ジ
ョ
ソ
ズ
・
ホ
プ
キ
ソ
ズ
大
学
の
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ド
教
授
　
（
ρ
＜
斜
p
p

窯
o
o
α
毛
9
益
）
、
発
表
者
は
シ
カ
ゴ
大
学
の
グ
一
三
ル
・
ブ
ー
ス
テ
ィ
ン
（
U
牢

鼠
9
い
切
o
O
携
け
ぴ
）
と
、
　
吐
下
ミ
シ
ガ
ン
大
学
に
い
る
ジ
ョ
ン
．
ハ
イ
ア
ム

（㎏

X
首
議
論
げ
ρ
影
）
の
両
教
授
で
、
　
前
者
は
　
叩
歴
史
学
的
経
験
の
多
様
性
」

（
ピ
図
象
，
§
属
。
囲
霞
㏄
§
，
ざ
巳
創
ξ
臼
，
窓
同
8
）
と
題
し
、
後
者
燃
．
薮
感
覚

を
越
え
て
。
　
道
徳
的
批
判
者
と
し
て
の
歴
史
家
』
　
（
じ
づ
3
．
o
注
6
9
富
。
霧
霧
”

6
げ
①
麟
囲
簿
Q
斎
王
コ
霧
ソ
ざ
吋
卿
一
9
陣
江
。
）
を
掲
げ
る
（
な
お
コ
メ
ソ
タ
ー
に
は
、

プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
の
バ
ー
ソ
フ
（
（
皆
乏
習
掛
切
葺
ぎ
§
、
カ
ン
サ
ス
大

学
の
メ
ー
リ
ン
（
（
心
掛
霧
ρ
ソ
巨
三
）
）
両
教
授
が
漏
る
）
。
か
つ
て
一
九
五

五
年
、
毒
ソ
ビ
ア
区
ワ
シ
ン
ト
ン
で
開
催
さ
れ
た
第
七
＋
圓
大
会
、
そ
2

部
会
で
ジ
エ
ソ
セ
ン
、
モ
リ
ス
、
ブ
ラ
ウ
ン
と
い
っ
た
ア
メ
リ
カ
革
命
史
の
東

西
の
花
形
が
好
を
競
っ
た
の
は
、
わ
れ
わ
れ
の
説
憶
に
ま
だ
新
し
い
と
こ
ろ
だ

し
（
拙
著
『
ア
メ
リ
カ
革
命
史
序
説
』
、
第
三
部
－
第
八
章
参
照
）
、
い
わ
ゆ
る

「
ジ
ェ
ン
セ
ン
珪
ブ
ラ
ウ
ン
論
争
」
は
未
解
決
の
ま
ま
、
今
日
な
お
独
立
革
命

史
学
徒
の
話
題
と
な
っ
て
い
る
の
だ
が
（
ジ
ェ
ン
セ
ン
の
著
作
の
第
三
販
序
，
又

参
照
。
彼
は
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
歴
史
学
科
の
代
表
的
学
者
。
目
下
望
ー
ロ

ッ
パ
で
研
究
お
よ
び
講
義
中
で
、
傷
手
の
客
員
教
授
ラ
ヴ
ジ
訟
イ
（
（
U
ρ
く
置
6
Q
●

ぴ
。
く
書
展
）
）
が
独
立
革
命
史
セ
ミ
ナ
ー
を
代
講
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
出
席
申

の
築
老
は
、
ジ
ェ
ソ
セ
ソ
賎
ブ
ラ
ウ
ン
論
争
の
論
争
性
に
い
よ
い
よ
感
を
深
く

し
て
い
る
）
、
恐
ら
く
以
上
の
論
争
に
劣
ら
な
い
興
奮
が
、
ブ
ー
ス
テ
ィ
ソ
お

よ
び
ハ
イ
ア
ム
の
研
究
発
表
で
喚
起
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
す
く
な
く
も
箪
者

は
、
そ
れ
を
予
期
し
期
待
し
て
い
る
。
と
い
う
の
は
第
一
に
、
今
回
の
部
会
で

の
醐
題
点
は
、
ジ
ェ
ン
セ
ソ
琢
ブ
ラ
ウ
ン
の
場
合
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
史
上
の

一
つ
の
繊
来
事
を
め
ぐ
っ
て
で
は
な
く
、
よ
り
包
括
酌
よ
り
基
本
的
な
、
ア
メ

リ
カ
史
学
の
あ
り
方
そ
の
も
の
ず
ば
り
に
関
連
す
る
か
ら
で
あ
り
一
筆
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
あ
　
　
へ

周
理
の
史
学
科
学
生
た
ち
が
閲
題
と
す
る
結
着
点
は
い
つ
も
そ
こ
だ
一
、
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

ニ
に
は
、
ブ
ー
ス
テ
ィ
ソ
が
最
近
の
保
守
主
義
の
代
表
的
理
論
球
な
ら
ば
、
ハ

イ
ア
ム
は
門
イ
ン
テ
レ
ク
チ
ュ
ア
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
と
亭
主
主
義
的
精
神
」
と
の

一
致
を
儒
条
と
す
る
他
方
の
明
快
な
理
論
家
だ
か
ら
で
あ
り
（
一
九
五
一
年
二

月
の
ア
メ
リ
カ
ン
・
ヒ
ス
ト
リ
カ
ル
・
レ
ヴ
ュ
ー
巻
頭
諭
文
（
（
ハ
イ
ア
ム
の

論
文
巌
参
照
）
、
　
第
三
に
ー
ー
こ
れ
こ
そ
ハ
イ
ア
ム
の
論
文
を
訳
繊
し
ょ
う
と

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

し
た
筆
者
の
動
機
に
直
接
か
か
わ
っ
て
く
る
一
、
両
者
の
衝
突
は
、
約
二
年

ま
え
隅
コ
メ
ン
タ
リ
…
誌
』
　
（
【
九
五
九
年
二
月
号
）
で
ハ
イ
ア
ム
が
反
撃
の

火
ぶ
た
を
切
っ
て
以
来
、
或
る
意
味
で
は
宿
命
的
だ
と
さ
え
い
え
る
か
ら
で
あ

る
。
い
わ
ば
今
回
の
都
会
は
、
両
幾
に
と
っ
て
第
二
次
戦
的
意
味
を
も
つ
も
の
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アメリカ史学に見える保嘗主義の大勢（今津）

と
考
え
ら
れ
る
。

　
必
ず
し
も
逐
語
酌
に
で
は
な
い
が
、
し
か
し
か
な
り
忠
実
に
訳
出
し
た
ハ
イ

ア
ム
の
論
文
は
、
『
「
ア
メ
リ
カ
的
一
致
感
覚
」
へ
の
崇
拝
。
わ
れ
わ
れ
の
歴
史

の
睡
質
化
』
　
（
↓
げ
①
O
上
玉
O
痴
鋳
。
、
、
》
欝
⑩
臨
。
鎖
H
O
O
博
覧
⇔
鐙
ω
”
、
l
l
出
。
－

ヨ
。
σ
Q
2
臥
N
ぎ
G
Q
O
謹
¢
冨
8
H
｝
・
）
と
い
5
題
名
を
も
つ
。
そ
こ
で
は
、
ア
メ
リ

カ
史
学
に
お
け
る
保
守
主
義
の
現
状
が
、
ブ
ー
ス
テ
ィ
ン
を
中
心
と
し
て
紹

介
・
批
判
さ
れ
て
い
る
が
、
積
極
的
な
対
策
論
は
控
え
目
に
し
か
出
さ
れ
な
か

っ
た
。
と
こ
ろ
が
一
転
し
て
今
剛
の
部
会
で
は
、
控
え
樹
は
勃
然
と
覆
極
性
に

変
り
、
歴
史
家
の
道
徳
的
責
任
を
問
い
つ
つ
、
そ
の
よ
う
な
実
践
を
と
お
し
て

ア
メ
リ
カ
史
学
思
想
に
見
え
る
保
守
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
寛
服
が
呼
び
か
け
ら

れ
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
態
度
の
変
化
の
可
能
性
は
先
の
論
文

か
ら
も
す
で
に
う
か
が
わ
れ
た
が
、
彼
は
こ
れ
を
歴
史
学
の
問
題
と
し
て
具
体

酌
に
ど
う
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
だ
ろ
う
か
。
学
会
臨
席
を
予
定
し
て
い
る
簗
者
に

と
っ
て
、
興
味
津
々
た
る
話
題
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
史
学
の
現
状
を
知
る
の
に

霧
蓋
だ
と
い
う
意
味
で
も
（
読
者
は
、
著
名
な
い
く
人
か
の
保
穿
的
歴
史
家
を

発
見
さ
れ
る
だ
ろ
う
）
、
　
ま
た
ハ
イ
ア
ム
の
い
う
、
　
「
不
安
を
交
え
た
霞
己
満

足
の
霧
」
が
将
来
も
「
ア
メ
リ
カ
の
過
去
の
上
を
蔽
う
」
か
ど
う
か
を
占
う
一

つ
の
方
法
と
し
て
も
、
こ
こ
に
あ
え
て
訳
出
を
思
い
た
つ
た
次
第
で
あ
る
。

　
ジ
ョ
ン
・
ハ
イ
ア
ム
は
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ホ
フ
ス
タ
ッ
タ

ー
（
菊
一
〇
ン
簿
『
α
　
　
頴
O
｛
凱
け
帥
鳥
酔
O
一
・
）
と
並
ん
で
、
　
マ
ー
ル
・
カ
ー
テ
イ
つ
ざ
誌
①

O
鶏
餓
ハ
ー
ヴ
ア
！
ド
に
お
け
る
タ
ー
ナ
ー
最
後
の
学
生
の
一
人
、
現
在
ウ
ィ

ス
コ
ン
シ
ン
大
学
で
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
タ
ー
ナ
ー
講
座
を
摂
歯

し
て
い
る
。
全
野
ア
メ
リ
カ
歴
史
学
会
と
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
・
ヴ
ァ
リ
ー
歴
史
学

会
と
の
会
長
を
勤
め
た
こ
と
も
あ
り
、
ピ
ュ
ー
リ
ヅ
ッ
ァ
ー
賞
授
賞
者
）
門
U
下

の
逸
材
で
あ
る
。
　
一
九
二
〇
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
ジ
ャ
マ
イ
カ
に
生
れ
、
四

二
年
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
で
修
士
、
四
九
年
岡
じ
く
こ
こ
で
学
位
を
得
た
。

彼
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
グ
ニ
ン
グ
賞
に
輝
や
く
移
騰
研
究
で
中
堅
学
者
と
し
て
の

地
位
を
確
立
し
た
が
、
師
力
ー
テ
イ
か
ら
の
信
頼
は
絶
大
の
よ
う
だ
。
カ
ー
テ

イ
の
セ
ミ
ナ
…
に
も
出
野
中
の
筆
・
者
は
、
ハ
イ
ア
ム
の
名
前
が
幽
な
い
授
業
に

は
一
度
も
お
厨
に
か
か
ら
な
か
っ
た
、
と
ま
で
い
い
た
い
く
ら
い
だ
。
は
や
く

か
ら
琶
会
や
教
育
の
改
革
・
を
志
し
、
故
ビ
ア
ー
ド
博
士
と
は
無
二
と
も
い
え
る

ほ
ど
の
親
友
で
あ
り
、
そ
し
て
い
ま
や
六
十
の
坂
を
幽
つ
も
越
え
た
カ
！
テ
ィ

教
擾
が
、
有
能
な
弟
子
に
託
し
た
期
待
の
大
き
さ
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
5
か
、

ハ
イ
ア
ム
の
論
文
は
た
と
え
未
発
表
の
も
の
で
も
、
セ
ミ
ナ
ー
の
材
料
と
し
て

使
用
さ
れ
る
状
態
で
あ
る
。
　
と
も
か
く
ハ
イ
ア
ム
は
、
　
イ
ン
テ
レ
ク
チ
ュ
ア

ル
・
ヒ
ス
ト
リ
開
拓
の
一
人
と
臼
他
と
も
に
許
す
カ
ー
テ
ィ
教
授
の
も
と
に
、

思
想
史
家
と
し
て
の
経
験
を
積
ん
だ
。
因
み
に
、
は
じ
め
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

学
（
　
九
四
八
－
五
四
年
）
、
　
次
い
で
ニ
ェ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
ラ
ト
ガ
ー
ズ

大
学
（
五
四
－
五
八
年
）
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
（
五
八
i
六
〇
年
）
、
冒
下
、
・
・
シ

ガ
ソ
大
学
が
彼
の
奉
職
先
で
あ
る
．
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次
に
駄
足
な
が
ら
、
ハ
イ
ア
ム
の
相
手
の
ブ
ー
ス
テ
ィ
ン
を
、
シ
カ
．
鷹
の
同

家
か
ら
得
た
資
料
に
よ
っ
て
簡
単
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。
彼
は
す
こ
ぶ
る
問
題

提
起
的
な
四
つ
の
著
作
と
、
計
画
中
の
も
の
を
含
め
て
二
十
数
巻
に
の
ぼ
る
ア

メ
リ
カ
史
の
編
集
と
で
、
こ
こ
数
年
間
に
、
最
も
ユ
ニ
ー
ク
な
学
春
の
一
人
と

い
う
刻
印
を
捺
さ
れ
た
。
　
　
九
五
七
年
四
月
目
ら
六
ヵ
月
間
、
京
都
大
学
交
学

都
で
講
義
し
た
他
、
同
志
社
・
京
大
の
共
催
に
よ
る
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
に
も
タ
ッ

チ
し
た
関
係
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
と
の
馴
染
み
も
す
で
に
深
い
。

　
彼
は
｝
九
一
四
年
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
の
ア
ト
ラ
ン
タ
で
生
れ
、
二
年
後
オ
ク

ラ
ホ
マ
州
の
タ
ル
サ
（
8
巳
。
陰
p
）
に
移
動
（
父
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
大
学
出
身
の
介

護
士
）
、
小
学
校
の
頃
か
ら
他
に
抜
き
ん
で
て
、
満
十
六
歳
に
も
な
ら
ぬ
う
ち

．
に
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
へ
入
学
し
た
。
一
九
三
四
年
、
イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
と
文

学
関
係
を
最
優
等
で
卒
業
し
た
後
、
セ
シ
ル
・
ロ
ー
ズ
基
金
を
も
ら
っ
て
オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
ベ
ー
リ
ォ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
に
学
び
、
B
・
A
と
B
・
C

　
・
L
（
バ
チ
ニ
ラ
ー
・
オ
ヴ
・
シ
ヅ
ィ
ル
・
ロ
ー
）
と
も
に
最
優
等
で
卒
業
し

た
　
（
「
ダ
ブ
ル
・
フ
ァ
…
ス
ト
」
　
と
い
う
ま
れ
に
欄
見
る
貰
婿
腿
）
。
　
ま
た
彼
は
ロ
ン

ド
ン
の
イ
ン
ナ
・
テ
ン
プ
ル
に
も
席
を
お
き
、
三
七
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
上
級
裁

判
所
弁
護
士
の
資
格
を
獲
得
、
同
最
高
裁
判
所
で
弁
護
に
立
ち
う
る
ご
く
少
数

の
ア
メ
リ
カ
人
の
一
人
に
列
し
た
。
こ
の
年
三
七
年
に
彼
は
帰
国
し
、
イ
ェ
ー

ル
大
学
で
法
制
史
の
学
位
を
と
っ
た
が
、
次
い
で
母
校
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
へ
か
え

り
、
三
八
一
2
9
二
年
に
は
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
・
カ
レ
ッ
ジ
で
英
米
の
文
学
と
歴
史

と
を
、
ハ
ー
ヴ
ァ
…
ド
・
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
で
法
制
史
を
教
え
た
、
さ
ら
に
四

ご
1
四
四
年
、
ス
ウ
ォ
ー
ス
モ
ア
・
カ
レ
ッ
ジ
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
と
ア
メ
リ
カ

史
と
を
講
義
し
た
後
、
四
四
年
か
ら
シ
カ
ゴ
大
学
に
移
り
現
在
に
至
っ
て
い
る

（
こ
の
間
、
彼
は
イ
タ
リ
ア
、
シ
シ
リ
ア
、
プ
エ
ル
ト
・
リ
コ
、
ユ
カ
タ
ン
半

島
地
山
力
、
ガ
テ
マ
ラ
、
メ
キ
シ
コ
、
日
本
、
雨
避
朝
鮮
、
セ
イ
ロ
ン
、
イ
ン
ド
、

イ
ラ
ン
、
ト
ル
コ
を
訪
問
、
各
地
で
講
義
し
て
い
る
）
。
　
一
九
五
　
二
年
、
彼
の

第
三
番
鼠
の
著
作
『
ア
メ
リ
カ
政
治
の
守
護
神
臨
　
（
6
ロ
o
O
O
づ
ε
。
。
o
h
臣
一
謬
？

『
ぎ
鎧
唱
。
無
8
ω
）
が
公
刊
さ
れ
た
と
き
、
　
そ
れ
は
歴
史
家
や
政
治
学
潜
の
間

に
異
常
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
ち
ょ
う
ど
四
十
年
・
ま
え
、
ビ
ア
ー
ド
が
『
A
口
衆
国

憲
法
の
経
済
酌
一
解
釈
』
を
書
い
た
と
き
の
よ
う
で
あ
る
。
岡
じ
よ
う
に
波
紋

を
投
じ
な
が
ら
㌦
両
者
の
立
場
が
ま
っ
た
く
正
反
対
だ
と
い
う
事
実
は
、
こ
の

四
十
年
間
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
社
会
お
よ
び
精
神
の
変
異
を
象
徴
す
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
が
、
例
え
ば
ロ
ン
ド
ン
．
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
紙
な
ど
は

ブ
！
ス
テ
イ
ン
を
「
ウ
ォ
ー
バ
ッ
シ
ュ
…
川
の
パ
ー
ク
」
（
夢
。
切
地
犠
お
。
鴇
鉱
6

芝
㊤
げ
霧
げ
）
と
ま
で
激
賞
し
た
し
、
タ
ー
ナ
ー
や
ビ
ア
ー
ド
に
比
肩
す
る
歴
史

家
と
絶
讃
す
る
人
も
あ
っ
た
く
ら
い
で
あ
る
。
因
み
に
第
四
番
閉
の
近
著
も
い

く
つ
か
の
賞
を
得
た
が
、
な
か
で
も
名
誉
あ
る
パ
ン
ク
ロ
フ
ト
賞
を
受
け
た
こ

ど
は
注
目
し
て
よ
い
。
　
「
ネ
オ
・
コ
ソ
サ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ヴ
」
の
代
置
噺
と
尉
さ

れ
る
ブ
ー
ス
テ
ィ
ン
に
、
ハ
イ
ア
ム
が
ど
5
切
り
こ
も
う
と
す
る
か
。
わ
れ
わ

れ
の
大
き
な
興
味
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
ハ
イ
ア
ム
自
身
も
予
想
し
て
い
る
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
史
学
に
お

け
る
保
守
主
義
の
大
勢
は
、
今
後
も
基
本
的
な
変
化
を
見
る
こ
と
は
ま
ず
ま
ず

な
か
ろ
う
。
た
だ
一
九
六
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
史
学
は
、
大
雑
把
に
い
っ
て
保

守
的
な
思
考
規
格
の
中
に
あ
っ
て
も
、
五
〇
年
代
と
は
や
や
違
っ
た
進
歩
酌
ニ

ュ
ア
ン
ス
を
も
ち
直
し
て
く
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
、
筆

渚
一
人
の
感
じ
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
ヒ
ス
ト
ジ
カ

ル
・
ソ
サ
イ
テ
ィ
の
学
生
た
ち
の
論
争
に
聴
き
耳
を
立
て
て
い
る
と
き
、
こ
の

感
じ
は
案
外
力
強
く
筆
薪
の
胸
に
湧
い
て
く
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
ハ
イ
ア
ム

の
い
う
ア
メ
リ
カ
史
学
の
保
守
主
義
と
は
？

ア
メ
リ
カ
的
一
致
感
覚
へ
の
崇
拝

　
い
ま
か
ら
ふ
り
返
っ
て
み
る
と
、
一
九
四
〇
年
代
に
、
ア
メ
リ
カ
の
過
去
の
究

明
は
基
本
的
な
方
向
変
化
を
と
げ
た
、
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
当
座

の
う
ち
は
、
周
囲
の
世
界
が
艦
ま
し
か
っ
た
に
か
か
わ
ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
歴
史

家
た
ち
の
心
の
中
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
異
変
が
起
り
か
け
て
い
る
よ
う
に
は
見
え

な
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
が
、
相
変
ら
ず
続
い
て
い
た
。

殊
に
南
北
戦
争
の
壮
観
さ
に
つ
い
て
は
、
わ
れ
わ
れ
が
き
り
の
な
い
魅
惑
を
感

じ
て
い
る
の
で
、
著
作
も
こ
の
種
の
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
成
果
は
従
来
と
あ

ま
り
変
ら
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。
な
る
ほ
ど
、
大
戦
か
ら
大
戦
へ
の
期
間
に
ア

メ
リ
カ
史
学
界
を
支
配
し
て
い
た
巨
人
た
ち
、
　
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ク
ソ

ン
・
タ
ー
ナ
ー
、
チ
み
，
i
ル
ズ
・
A
・
ビ
ア
ー
ド
、
ヴ
ァ
ー
ノ
ン
・
L
・
パ
リ

ソ
ト
ソ
へ
の
批
判
の
書
が
頭
を
も
た
げ
て
は
い
た
。
だ
が
、
こ
の
三
人
が
ア
メ

リ
カ
の
禍
…
去
の
ス
ク
ツ
ー
ン
に
は
つ
き
り
と
き
め
た
映
像
は
、
解
体
を
始
め
た

ば
か
り
で
あ
っ
た
。
　
一
九
五
〇
年
に
な
っ
て
、
ヘ
ン
リ
ー
・
ス
テ
ィ
ー
ル
・
コ

マ
ジ
ャ
ー
の
『
ア
メ
リ
カ
精
神
』
が
ア
メ
リ
カ
の
イ
ン
テ
レ
ク
チ
ニ
ア
ル
・
ヒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ス
ト
リ
を
バ
リ
ン
ト
ン
の
精
神
に
ま
で
遡
ら
せ
た
と
き
も
、
そ
の
反
響
は
多
少

古
く
さ
い
と
い
う
感
じ
に
と
ど
ま
っ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
過
去
数
年
聞
に
、
四
〇
年
代
の
批
判
的
態
度
は
す
っ
か
り
実
を
結

ん
で
、
ア
メ
リ
カ
史
の
主
要
テ
ー
マ
が
全
体
的
規
模
か
ら
再
検
討
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
昨
日
ま
で
の
偉
大
な
ト
リ
オ
は
、
影
が
う
す
く
な
っ
た
。
彼
ら
の

ア
メ
リ
カ
観
、
つ
ま
り
漠
然
と
西
部
と
い
う
も
の
と
結
び
つ
き
つ
つ
、
ア
メ
リ

カ
に
お
い
て
こ
そ
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
城
塞
堅
固
な
経
済
的
特
権
に
反
抗
し
た
の

だ
、
と
い
う
考
え
方
は
、
も
は
や
合
衆
国
の
発
展
の
姿
を
十
分
置
説
明
で
き
る

ほ
ど
基
本
的
と
は
考
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
慨
し
て
タ
ー
ナ
ー
、
ビ
ア
ー
ド
お

よ
び
バ
リ
ン
ト
ン
の
独
特
な
解
駅
は
、
真
に
活
議
な
論
争
を
喚
起
で
き
る
ほ
ど

説
得
酌
と
は
思
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
光
沢
を
な
く
し
乾
燥
し
て
、

多
く
の
教
科
書
の
中
に
ぐ
ず
ぐ
ず
余
命
を
長
ら
え
て
い
る
状
態
で
あ
り
、
時
た

ま
「
ア
メ
リ
カ
革
命
の
娘
た
ち
」
と
い
う
婦
人
罰
体
や
「
デ
ー
リ
ー
・
ニ
ュ
ー

ス
」
や
（
と
も
に
古
風
だ
と
い
う
意
味
－
訳
潜
注
）
、
　
も
う
死
減
し
た
問
題
の

脅
滅
を
掘
り
沸
そ
う
と
い
う
骨
董
趣
味
の
連
中
を
た
き
つ
け
る
程
度
に
と
ど
ま
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っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
間
に
、
わ
れ
わ
れ
の
現
在
の
歴
史
意
識
は
、
タ
ー
ナ

ー
、
ビ
ア
ー
ド
、
バ
リ
ン
ト
ソ
の
関
心
か
ら
は
る
か
に
遠
ざ
か
り
、
い
ま
や
解

釈
派
の
歴
史
家
た
ち
は
、
年
三
潜
を
批
判
し
た
り
弁
護
し
た
り
す
乃
必
要
よ
り

も
、
そ
れ
ら
に
と
っ
て
代
る
必
要
を
感
じ
て
い
る
現
状
な
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
巨
人
は
天
下
に
か
く
れ
も
な
く
大
き
す
ぎ
た
た
め
、
ま
だ
彼
ら
の

後
ガ
マ
に
座
る
よ
う
な
渚
は
誰
も
な
い
。
ア
メ
リ
カ
人
と
は
何
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
、
以
前
と
は
違
っ
た
意
味
を
わ
れ
わ
れ
に
与
え
つ
つ
あ
る
新
刊
書
は

数
多
い
が
、
そ
れ
ら
は
、
第
一
級
の
歴
史
叙
述
が
当
然
も
つ
べ
き
ス
ケ
ー
ル
を

も
緻
密
さ
を
も
、
ま
た
構
成
上
の
強
さ
を
も
も
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
も
な
お
、

活
溌
な
仕
審
が
い
く
ら
か
行
な
わ
れ
て
い
る
。
断
片
的
な
研
究
を
、
現
在
的
感

覚
に
合
っ
た
よ
う
な
、
或
る
悪
し
い
型
に
は
め
こ
も
う
と
す
る
重
要
な
書
物
が

い
く
つ
か
鴫
て
い
る
。
そ
れ
ら
が
ね
ら
い
と
す
る
支
配
的
な
イ
メ
ジ
は
、
一
九

四
〇
年
代
に
流
行
し
た
よ
う
な
荒
れ
狂
っ
た
光
景
と
は
ほ
と
ん
ど
似
て
い
な
い

の
で
あ
る
。

　
タ
ー
ナ
ー
、
ビ
ア
ー
ド
お
よ
び
パ
リ
ソ
ト
ソ
に
よ
っ
て
吹
き
こ
ま
れ
、
休
み

な
い
改
革
の
雰
囲
気
で
育
て
ら
れ
た
前
晴
代
の
歴
史
象
た
ち
は
、
闘
争
の
雄
叫

び
の
中
で
ア
メ
リ
カ
を
描
い
た
も
の
だ
。
彼
ら
の
解
釈
は
、
慮
る
時
は
ク
ラ
ス

と
ク
ラ
ス
と
を
取
組
ま
せ
た
し
、
回
る
時
は
セ
ク
シ
ョ
ン
対
セ
ク
シ
ョ
ン
で
あ

っ
た
し
、
さ
ら
に
は
、
セ
ク
ジ
ョ
ソ
お
よ
び
ク
ラ
ス
の
双
方
を
相
争
う
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
の
背
後
に
整
列
さ
ぜ
た
の
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
そ
れ
は
、
菓
部
か
ら
西

跳
へ
と
惹
き
つ
け
ら
れ
て
ゆ
く
爾
蹄
を
介
在
さ
せ
て
、
東
部
対
西
離
で
あ
り
、

要
め
の
位
鐙
に
あ
る
都
市
労
働
考
を
介
在
さ
せ
て
、
畏
民
対
実
業
家
で
あ
り
、

都
市
対
農
村
で
あ
り
、
財
産
権
対
人
間
と
し
て
の
権
利
で
あ
り
、
ハ
、
ミ
ル
ト
ン

主
義
対
ジ
ェ
フ
ァ
ス
ン
主
義
で
あ
っ
た
。
こ
う
い
っ
た
分
裂
線
は
植
民
地
時
代

か
ら
今
日
ま
で
、
断
ち
切
ら
れ
る
こ
と
な
く
作
図
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
二
十

世
紀
初
期
の
歴
史
家
た
ち
が
自
己
の
周
囲
全
体
に
見
て
と
っ
た
社
会
闘
争
に
、

奥
行
き
感
覚
を
与
え
た
の
で
あ
っ
た
。

　
ア
メ
リ
カ
史
に
見
ら
れ
る
諸
時
期
間
の
相
違
も
、
集
団
問
の
至
仁
と
岡
じ
く

ら
い
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
闘
争
史
観
に
嗣
寵
し
た
学
者
た
ち
の
間
で

は
、
ア
メ
リ
カ
史
に
は
鋸
の
歯
の
よ
う
な
ぎ
ざ
ぎ
ざ
が
あ
っ
て
、
連
続
性
が
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
ビ
ア
ー
ド
と
い
っ
た
よ
う
な
歴
史
家
た
ち
は
、
歴
史
の

中
の
発
作
的
な
要
素
に
限
を
向
け
た
。
そ
し
て
彼
ら
は
、
一
つ
の
側
ま
た
は
他

の
側
が
支
配
権
を
に
ぎ
る
か
に
見
え
た
旋
廻
点
を
、
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
に
脚
色
し

た
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
か
ら
見
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
に
は
、
恐
ろ
し
い
抵
抗
を
の

り
越
え
て
い
つ
も
の
と
お
り
勝
利
へ
と
進
み
、
そ
の
く
せ
遂
行
さ
れ
な
い
約
束

が
常
に
大
き
い
、
い
く
つ
か
の
革
命
が
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
　
一
七
七
六
年
の

革
命
を
単
に
独
立
の
た
め
の
戦
争
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
植
畏
地
内
部
で
の
権

力
の
急
激
な
再
分
配
だ
と
考
え
た
。
彼
ら
は
、
南
北
戦
争
を
「
第
二
次
ア
メ
リ

カ
革
命
」
と
呼
ん
だ
。
そ
し
て
こ
の
二
つ
の
時
期
の
間
で
、
ジ
ェ
フ
ァ
ス
ソ
が

政
権
を
と
っ
た
「
一
八
○
○
年
の
草
命
」
や
、
ア
ン
ド
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
背
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後
で
の
一
般
人
民
の
闘
争
的
な
立
上
り
に
歓
呼
の
声
を
送
っ
た
。
そ
れ
だ
け
で

は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
産
業
革
命
も
あ
っ
た
し
、
そ
の
後
に
は
勇
ま
し
い
人
民
党

の
反
抗
運
動
も
続
い
た
し
、
ま
た
植
民
地
時
代
全
体
に
わ
た
る
同
じ
よ
う
な
社

会
闘
争
も
、
彼
ら
の
注
意
を
惹
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
変
化
の
鑑
識
家
た
ち
は
、
一
寸
ば
か
り
本
筋
を
逸
れ

て
ア
メ
リ
カ
史
の
一
貫
性
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
か
ら
、
二
晶
一
．
デ
ξ
！
ル
の

新
し
さ
を
し
ば
し
ば
軽
視
し
た
。
そ
の
限
が
現
在
に
近
づ
け
ば
近
づ
く
ほ
ど
、

彼
ら
は
反
抗
運
動
の
中
に
も
つ
と
は
っ
き
り
と
債
統
的
な
要
素
を
観
た
。
彼
ら

は
次
の
こ
と
を
知
っ
た
。
自
分
た
ち
の
時
代
の
問
題
は
長
い
遺
産
に
つ
な
が
れ
、

変
化
も
予
期
し
た
ほ
ど
大
き
く
な
く
、
過
表
の
い
ろ
ん
な
推
移
の
ほ
う
が
も
っ

と
急
激
だ
つ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
、
と
。
し
か
し
全
般
的
に
い
っ
て
、
ア
メ
リ

カ
史
上
の
重
大
事
件
は
進
歩
の
里
程
標
と
し
て
臼
立
つ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
さ

い
人
々
は
着
古
し
た
信
念
を
脱
ぎ
、
自
分
た
ち
の
諸
制
度
を
変
化
し
た
環
境
に

応
じ
て
つ
く
り
直
し
た
の
で
あ
っ
た
。
（
と
、
こ
う
彼
ら
は
考
え
た
の
で
あ
る
）
。

　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
＊

　
こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
ア
メ
リ
カ
史
関
係
の
新
刊
書
は
い
ち
じ
る
し
く
保
守

酌
で
あ
る
。
以
前
の
ど
の
時
代
よ
り
も
、
歴
史
家
た
ち
は
い
ま
、
静
か
で
平
和

な
過
去
を
沢
山
発
見
し
て
い
る
。
気
に
な
る
く
ら
い
に
ま
で
支
配
酌
な
歴
史
解

釈
は
、
ア
レ
ク
シ
ス
・
ド
・
ト
ッ
ク
ヴ
イ
ル
の
精
神
を
と
り
戻
し
た
解
釈
で
あ

り
、
彼
の
著
『
ア
メ
リ
カ
の
民
主
政
治
』
は
二
十
世
紀
は
じ
め
頃
の
は
な
は
だ

し
い
忘
却
の
中
か
ら
、
近
頃
は
逆
に
浮
び
上
り
つ
つ
あ
る
。
ト
ヅ
ク
ヴ
イ
ル
が

一
世
紀
以
上
も
ま
え
に
い
っ
た
よ
う
に
、
今
日
の
歴
史
家
た
ち
は
、
た
と
、
兄
や

り
方
が
冒
険
酌
な
よ
う
で
も
実
質
は
保
守
的
な
、
そ
し
て
一
と
り
わ
け
一
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ツ
ロ
ヒ
ニ
　
　
フ
ソ
ド

い
ち
じ
る
し
く
同
質
的
な
、
　
一
陣
の
幸
福
な
国
土
な
る
も
の
を
描
き
出
し
て
い

る
。　

言
葉
を
変
え
れ
ば
、
今
日
の
学
問
は
、
ア
メ
リ
カ
社
会
の
震
動
が
ス
ム
ー
ズ

だ
つ
た
と
い
い
つ
く
ろ
・
）
た
め
の
、
大
き
な
地
均
ら
し
を
し
て
い
る
わ
け
な
の

だ
。
ア
メ
リ
カ
革
命
は
そ
の
革
命
的
性
格
を
失
い
、
い
わ
ゆ
る
お
人
柄
の
歴
史

家
連
が
こ
れ
ま
で
い
つ
も
い
っ
て
き
た
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
的
自
由
へ
の
侵
害

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ね
　
　
も
　
　
ち
　
　
へ
　
　
う
　
　
へ
　
　
う

に
対
す
る
真
面
目
な
イ
ギ
リ
ス
人
た
ち
の
、
い
や
い
や
な
が
ら
の
抵
抗
だ
、
と

い
う
考
え
に
逆
戻
り
し
た
（
傍
点
訳
看
）
。
わ
れ
わ
れ
は
ま
た
、
こ
う
い
う
こ
と

を
知
っ
た
。
ジ
ャ
ク
ソ
ニ
ア
ソ
は
す
ぎ
去
っ
た
暁
代
の
安
定
し
た
素
朴
さ
を
回

復
し
よ
う
と
、
　
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
の
気
持
で
過
去
を
慕
っ
た
人
々
で
あ
か
、
　
ポ

ピ
ュ
リ
ス
ト
も
同
じ
よ
う
な
牧
歌
的
神
話
に
迷
わ
さ
れ
た
地
方
の
実
業
家
た
ち

で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
。
逆
説
的
な
い
い
方
を
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
、

最
近
の
過
去
の
中
に
か
な
り
急
激
な
変
化
を
認
識
す
る
ま
で
に
、
こ
う
し
て
リ

チ
ャ
ー
ド
・
ホ
フ
ス
タ
ッ
タ
ー
と
と
も
に
、
社
会
革
命
の
諸
要
素
を
ニ
ュ
ー
．

デ
ィ
レ
ル
の
中
に
探
る
ま
で
に
、
保
守
的
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
非
常
に
反
響

を
呼
ん
だ
ホ
フ
ス
タ
ッ
タ
ー
の
書
物
『
改
革
の
晦
代
。
ブ
ラ
イ
ア
ン
か
ら
ル
ー

ズ
ヴ
ェ
ル
ト
へ
』
（
目
財
。
＞
σ
q
o
o
｛
二
歩
。
冠
ヨ
”
男
冠
o
H
⇒
ゆ
N
》
．
9
鐸
け
。
甥
．
U
“
男
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お
綴
噂
）
は
、
そ
れ
以
前
の
諸
解
釈
と
ほ
と
ん
ど
逆
で
あ
る
。
　
そ
れ
は
、
一
八

九
〇
年
代
の
ポ
ピ
ニ
リ
ズ
ム
お
よ
び
ご
十
微
紀
は
じ
め
の
プ
ロ
グ
レ
シ
ヴ
ィ
ズ

ム
を
・
刀
強
い
運
動
と
し
て
で
な
く
、
過
去
を
と
り
戻
そ
う
と
す
る
古
風
な
努
力

と
し
て
描
い
て
い
る
。
し
か
も
他
方
で
そ
れ
は
、
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
を
過
去

と
の
急
激
な
切
断
と
し
て
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル
以
前
の
重
大
な
事
件
の
中
で
は
、
南
北
戦
争
だ
け
が
こ

う
い
っ
た
嬉
し
が
ら
せ
に
い
く
ら
か
も
ち
こ
た
え
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
だ
が

こ
の
場
合
で
も
、
疑
る
注
昌
す
べ
き
退
化
現
象
（
保
守
的
解
釈
へ
の
趨
勢
一
訳

春
注
）
が
、
専
門
家
た
ち
の
数
多
い
重
要
な
研
究
に
現
わ
れ
て
い
る
。
極
小
化

で
き
な
い
よ
う
な
騒
擾
は
研
究
対
象
か
ら
放
っ
て
し
ま
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
で

も
結
論
し
て
し
ま
う
よ
う
な
錨
覚
に
陥
り
や
す
い
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
歴
史
上
の
諸
旋
廻
点
が
も
っ
て
い
る
重
要
な
意
義
を
ひ

き
下
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
し
い
解
釈
は
わ
れ
わ
れ
に
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
の

連
続
性
、
そ
の
基
太
・
再
呈
制
度
の
安
定
性
、
そ
の
社
会
構
造
の
強
鞠
性
を
再
発

晃
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
ま
た
、
パ
リ
ソ
ト
ン
や
ビ
ア
ー
ド
の
強
調

し
た
頑
固
な
二
元
論
を
解
体
さ
せ
、
そ
の
代
り
に
一
元
的
な
型
を
も
つ
て
く
る

こ
と
に
よ
っ
て
も
、
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
結
果
が
幽
て
ぎ
て
い
る
。
国
家
発
展

の
線
に
沿
い
つ
つ
な
お
、
そ
の
中
で
相
互
に
対
抗
す
る
も
の
と
し
て
描
か
れ
た

二
つ
の
伝
統
、
二
つ
の
セ
ク
シ
皿
ソ
、
二
つ
の
ク
ラ
ス
の
代
り
に
、
わ
れ
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ユ
プ
ア
イ
ド
コ
カ
ル
チ
ユ
ア

は
、
ア
メ
リ
カ
が
最
も
広
い
意
味
で
一
つ
の
統
一
さ
れ
た
文
化
を
も
つ
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ク
ラ
ス
は
神
話
と
な
り
．
、
セ
ク
シ
軍

ソ
は
そ
の
紐
帯
を
失
い
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
意
見
の
気
候
（
二
一
ヨ
箕
o
c
｛
○
や

陣
三
〇
⇔
）
へ
と
蒸
発
し
て
し
ま
う
。
　
「
ア
メ
リ
カ
的
経
験
」
と
い
う
言
葉
が
．
、

　
　
　
イ
ン
カ
ソ
テ
　
シ
セ
ン

一
つ
の
ま
じ
な
い
に
な
っ
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

　
こ
の
呪
文
的
な
言
葉
に
実
質
的
命
毛
を
与
え
る
た
め
、
歴
史
家
た
ち
は
鮭
会
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
シ
カ
ナ
ル
ロ
コ
キ
ヤ
ラ
ク
タ
ぎ

科
学
者
と
合
同
し
て
、
新
し
く
函
面
的
性
格
と
い
う
観
念
の
究
明
に
奔
走
し

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
国
民
的
性
格
の
定
義
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
一
文
化

全
体
が
ど
ん
な
に
広
く
て
根
強
い
特
徴
を
も
つ
て
い
る
か
、
と
い
5
こ
と
に
関

連
し
て
く
る
か
ら
し
て
、
進
歩
的
な
学
霧
た
ち
は
そ
う
い
っ
た
定
義
を
信
了
し

な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
今
日
、
国
民
的
性
格
の
研
究
は
、
以
前
わ
れ
わ
れ

に
分
裂
的
だ
と
い
う
感
じ
を
さ
え
与
え
た
諸
力
を
統
一
化
す
る
効
き
冒
を
現
わ

し
出
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
デ
ー
ヴ
ィ
ヅ
ド
・
ポ
ッ
タ
ー
の
門
豊
沢
の
国
民
。

経
済
酌
豊
潤
と
ア
メ
リ
カ
約
性
格
糧
（
O
p
＜
嬢
℃
o
窪
。
さ
℃
Φ
o
竺
O
O
h
℃
冨
暮
質

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

図
8
き
欝
一
〇
〉
σ
貨
乙
ρ
冨
8
9
二
鳥
夢
①
2
つ
①
属
託
づ
O
ゲ
鍵
ρ
9
①
び
這
㎝
野
）
は
、

ア
メ
リ
カ
の
相
寸
言
で
は
な
く
て
、
類
似
点
に
つ
い
て
の
一
経
済
的
解
釈
を
進

め
て
い
る
。
バ
リ
ン
ト
ン
や
ビ
ア
ー
ド
の
世
代
が
経
済
的
基
盤
の
基
本
的
亀
裂

を
説
明
し
た
の
に
反
し
て
、
ポ
ッ
タ
ー
は
、
わ
れ
わ
れ
の
寓
が
わ
れ
わ
れ
に
共

通
の
生
活
様
式
を
つ
く
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
新
し
い
歴
史
解
釈
者
た
ち
も
、
一
魍
の
歴
史
の
諸
時
期

を
扱
う
う
え
に
お
い
て
相
当
程
度
ま
で
、
実
際
起
つ
た
闘
争
に
制
約
さ
れ
な
け
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アメジカ史掌に見える保守虫義の大勢（今津）

れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
ら
ば
ま
た
、
多
く
の
ア
メ
リ
カ
人
が
そ
う
い
っ
た
時
期
に
、

自
国
を
「
も
て
る
も
の
」
と
「
も
た
ざ
る
も
の
」
と
の
間
の
亀
裂
と
し
て
考
え

た
事
実
を
承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
な
い
。
し
か
し
彼
ら
は
自
分
の
所
信
を
強

調
し
す
ぎ
る
あ
ま
り
、
か
え
っ
て
実
体
を
極
小
化
し
て
し
ま
う
の
だ
。
闘
争
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ズ
ム

心
理
学
酌
ア
プ
ロ
ー
チ
を
通
じ
て
、
歴
史
家
は
三
会
の
分
裂
の
代
り
に
魂
の
分

裂
を
お
ぎ
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
確
か
に
今
日
の
学
者
た
ち
は
、
ア
メ
リ
カ
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ブ
ジ
ヤ
ク
テ
ィ
フ
ア
イ
ズ

活
の
中
の
い
ろ
い
ろ
な
圧
力
を
主
観
化
す
る
傾
向
に
あ
る
。
分
裂
1
こ
れ
を
、

前
世
代
は
明
確
な
グ
ル
ー
プ
間
の
基
本
的
対
立
と
考
え
た
の
だ
が
…
看
は
変
じ

て
、
全
体
と
し
て
の
社
会
に
ゆ
き
わ
た
る
一
般
化
さ
れ
た
心
理
学
的
緊
張
と
い

う
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
。
一
九
三
〇
年
代
に
ジ
ョ
ン
・
ド
ス
・
パ
ソ
ス
が
や
っ

た
に
が
に
が
し
い
爆
笑
一
「
闘
違
い
な
く
わ
れ
わ
れ
は
二
つ
の
国
民
だ
」
1

脳
も
は
や
心
的
状
態
の
饗
の
記
録
と
な
っ
て
い
る
．
κ
憂
患
響
頭
の

時
期
を
扱
っ
た
最
近
の
研
究
成
果
に
よ
れ
ば
、
彼
ら
大
実
業
家
に
対
す
る
民
衆

の
反
抗
は
、
万
人
が
そ
の
中
に
投
げ
こ
ま
れ
て
い
る
急
速
な
工
業
的
変
化
に
責

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

任
を
も
つ
一
グ
ル
ー
プ
へ
の
出
し
ゃ
ば
り
と
し
て
魏
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
ぷ
　
　
　
　
　
　
＊

　
そ
れ
ゆ
え
、
今
日
の
歴
史
家
た
ち
の
批
判
で
は
、
人
口
の
ど
れ
か
一
部
分
を

と
り
出
し
て
、
こ
れ
を
非
難
す
る
と
い
う
や
り
方
は
慎
重
に
避
け
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
彼
ら
は
、
絹
争
う
グ
ル
ー
プ
聞
の
相
違
を
誇
張
し
た
神
話
や
紋
切
型
を

批
判
す
る
か
、
或
い
は
磁
心
性
（
絹
争
う
二
つ
の
グ
ル
｝
プ
が
明
確
に
存
在
す

る
、
と
い
っ
た
よ
う
な
1
訳
春
注
）
を
槍
玉
に
あ
げ
て
、
も
っ
と
多
く
の
多
様

性
を
要
望
す
る
の
で
あ
る
。
翁
解
釈
の
書
物
で
は
最
も
き
わ
立
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
『
ア
メ
リ
カ
で
の
自
由
の
伝
統
。
独
立
革
命
後
の
ア
メ
リ
カ
政
治
思
想

の
一
解
釈
』
（
8
7
0
難
σ
輿
鉱
8
寒
露
¢
o
影
貯
〉
影
身
ぽ
費
〉
嶺
げ
μ
け
自
鷲
三
彩

鉱
9
回
。
｛
〉
謹
。
犠
。
欝
欝
℃
o
漏
け
8
巴
　
日
買
。
賃
σ
q
プ
け
　
ら
a
ぎ
8
窪
。
涛
。
！
δ
旨
氏
。
戸

H
O
α
伊
）
で
、
ル
イ
ス
・
バ
ー
ツ
（
圃
じ
〇
二
一
も
巾
　
因
烏
貝
け
N
）
が
蒋
慮
し
た
点
は
何
か
と

　
　
⑤

い
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
に
は
自
由
主
義
の
伝
統
し
か
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
彼
の
論
点
は
こ
う
だ
。
自
由
主
義
制
度
は
こ
の
国
で
並
ぶ
も
の
の
な
い
支

配
力
を
も
つ
て
い
る
か
ら
、
政
治
論
争
は
大
三
分
が
一
人
相
撲
に
な
っ
て
し
ま

う
、
と
。
　
「
ア
メ
リ
カ
は
、
こ
れ
ま
で
臨
己
憂
身
の
歴
史
が
否
認
し
て
き
た
哲

学
的
ひ
ら
め
き
だ
と
か
、
網
互
比
較
的
な
見
識
だ
と
か
を
与
え
て
く
る
、
他
の

諸
圏
点
と
の
接
触
を
求
め
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
ィ
セ
ソ
ト
　
　
　
　
ヅ
イ
ヴ
ア
　
ど
ア
で

　
バ
ー
ツ
自
身
が
共
感
を
も
つ
た
の
は
、
実
は
異
議
で
あ
り
網
違
で
あ
っ

た
。
彼
は
明
ら
か
に
、
自
分
で
と
り
上
げ
た
隠
亭
主
義
的
一
致
感
覚
な
る
も
の

が
、
思
想
的
に
は
眠
気
を
催
さ
せ
る
よ
う
な
意
味
し
か
も
た
な
い
こ
と
を
知
っ

て
、
寝
つ
け
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
史
に
つ
い
て
一
本
筋
の
と
お
っ
た
ア
プ
ロ

ー
チ
を
縦
横
に
駆
使
す
る
に
は
、
も
っ
と
悦
に
入
っ
た
、
も
っ
と
鰯
際
主
義
的

な
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
な
い
、
そ
し
て
も
っ
と
思
想
の
価
値
を
尊
重
し
な

い
観
点
が
必
要
だ
。
バ
ー
ツ
が
学
術
雑
誌
に
、
彼
の
書
物
の
幣
の
部
分
を
は
じ

め
て
発
表
し
署
し
た
頃
は
、
ダ
ニ
エ
ル
・
ブ
ー
ス
テ
ィ
ン
は
保
守
主
義
の
方
向
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で
、
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
、
し
か
し
も
っ
と
思
い
き
っ
た
ア
メ
リ
カ
史
改
訂
を

行
な
っ
て
い
た
。
ブ
ー
ス
テ
ィ
ン
は
微
頸
鼠
尾
、
非
哲
学
的
語
調
を
も
つ
た
論

法
で
書
い
た
の
だ
が
、
そ
う
い
っ
た
講
読
こ
そ
、
彼
と
バ
ー
ツ
と
が
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
強
調
し
て
い
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
一
九
五
三
年
に
出
版
さ
れ
た
小
粒
で
辛
い
講
義
集
『
ア
メ
リ
カ
政
治
の
守
護

神
」
は
、
ブ
ー
ス
テ
ィ
ソ
の
主
題
の
エ
ヅ
セ
ソ
ス
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
外

冤
上
、
本
書
は
比
較
的
限
ら
れ
た
問
題
を
扱
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
な
ぜ
ア

メ
リ
カ
で
は
系
統
的
で
基
本
的
な
政
治
理
論
が
ほ
と
ん
ど
つ
く
ら
れ
な
か
っ
た

か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
い
う
疑
問
を
も
つ
た
の
は
、
も
ち
ろ
ん
彼
が

澱
初
で
は
な
い
。
大
半
の
ア
メ
リ
カ
の
思
想
史
家
た
ち
が
、
か
な
り
強
硬
に
ご

　
ト
ガ
の
科
を
否
定
し
よ
う
と
努
め
て
い
る
。
し
か
し
、
ブ
ー
ス
テ
ィ
ン
は
そ
う
い
っ

た
弁
解
を
し
な
か
っ
た
。
彼
は
、
ア
メ
リ
カ
の
欠
陥
だ
と
想
像
さ
れ
る
こ
の
よ

う
な
特
色
を
、
ア
メ
リ
カ
人
が
国
訴
と
し
て
成
功
し
た
勝
利
の
し
る
し
だ
と
し

て
示
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
酸
つ
ば
い
も
の
で
も
見
る
よ
う
に
横
目
で
見
な
が

ら
、
彼
は
、
ア
メ
リ
カ
人
が
根
抵
的
な
理
論
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
次
第
を
論

ず
る
。
別
に
深
刻
な
敵
対
感
情
も
な
い
の
で
、
彼
ら
は
形
而
上
学
の
砦
が
な
く

て
も
や
っ
て
ゆ
け
た
。
晦
分
た
ち
の
過
去
を
一
度
も
否
定
し
な
い
で
、
彼
ら
は

敷
漁
哲
学
者
と
し
て
よ
り
も
む
し
ろ
法
律
家
と
し
て
、
自
分
た
ち
の
問
題
を
論

ず
る
こ
と
が
で
き
た
。
ア
メ
リ
カ
で
の
価
値
は
、
仕
合
わ
せ
な
経
験
か
ら
き
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ウ
ト
　
　
　
　
　
　
ィ
　
ズ

も
の
だ
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
「
当
為
」
が
「
存
在
扁
か
ら
ひ
き
拙
さ
れ
た
の

だ
。
な
る
ほ
ど
二
十
世
紀
に
入
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
入
は
も
は
や
、
唇
面
自
身
を

こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
だ
か
ら
と
い

っ
て
、
彼
ら
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
…
を
獲
得
さ
せ
よ
う
と
し
た
り
、
闘
士
に
な
ら
せ

よ
・
）
と
し
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
政
治
思
想
は
、
ア
メ
リ
カ
の

歴
史
酌
諸
制
度
の
中
に
埋
め
ら
れ
て
あ
る
叡
知
に
相
談
し
さ
え
ず
れ
ば
、
そ
れ

で
事
足
り
る
の
だ
、
と
。
著
者
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
理
論
を
机
上
の
論
理
と
し
て

あ
な
ど
っ
て
い
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
結
局
は
エ
ド
モ
ン

ド
・
パ
ー
ク
が
有
益
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
ブ
…
ス
テ
イ
ン
が
、
ア
メ
リ
カ
生
活
の
中
に
思
想
が
な
い
の
を
こ
の
よ
う
に

祝
禎
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
決
し
て
世
間
知
ら
ず
の
無
教
養
か
ら
き
た
の
で
は

な
い
。
彼
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
を
身
に
つ
け
、
そ
れ
に
気
や
す
く
参
加
で
き

る
、
ア
メ
リ
カ
生
れ
の
ご
く
数
少
な
い
ア
メ
リ
カ
史
研
究
者
の
一
人
で
あ
る
、

ロ
ー
ズ
・
ス
カ
ラ
ー
　
（
ヵ
ゲ
。
匹
。
。
。
O
Q
o
プ
。
罫
残
　
セ
シ
ル
．
ロ
ー
ズ
蕊
金
に
よ
る

一
訳
酒
呑
）
と
し
て
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
学
び
、
人
文
科
学
の
学
生
で
も
あ

っ
た
し
生
物
学
の
学
生
で
も
あ
っ
た
彼
、
イ
ン
ナ
ー
．
テ
ソ
プ
ル
出
身
の
弁
護

士
、
イ
ギ
リ
ス
思
想
史
研
究
の
著
着
で
も
あ
る
彼
は
、
自
分
の
冷
笑
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

も
の
が
ど
う
い
う
も
の
で
あ
る
か
を
知
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
が
門
ア
メ
リ

カ
政
治
の
守
護
神
』
　
で
展
開
さ
せ
た
見
解
は
、
　
単
に
一
知
識
人
の
自
己
嫌
悪

一
こ
れ
ま
で
自
分
が
抱
い
て
き
た
も
の
と
は
逆
の
方
向
へ
勝
る
程
度
駆
り
立

て
ら
れ
た
一
個
の
人
闘
の
片
意
地
（
岬
、
ル
キ
シ
ズ
ム
か
ら
の
転
向
i
墨
壷
注
）
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i
と
し
て
、
葬
り
去
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。
本
書
は
こ
れ
よ
り

以
上
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
史
学
の
新
傾
向
を
て
き
ぱ
き
と
要
約
し

た
も
の
で
あ
っ
た
し
、
同
時
に
ま
た
そ
の
新
傾
向
の
先
駆
と
も
な
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
同
質
性
、
連
続
性
お
よ
び
国
民
的
性
格
へ
の
訴
え
で
あ
る
。
　
な
か

ん
ず
く
そ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
思
想
史
の
い
ち
じ
る
し
く
進
歩
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

を
ば
、
相
容
れ
な
い
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
弁
証
法
と
し
て
一
掃
し
去
っ
た
の
で
あ

る
。　

と
こ
ろ
で
ル
イ
ス
・
バ
ー
ツ
も
す
で
に
同
じ
よ
5
な
こ
と
を
、
の
ち
彼
の

『
ア
メ
リ
カ
で
の
自
由
の
伝
統
』
中
に
再
録
さ
れ
た
諸
論
文
で
発
表
し
て
い
た
。

し
か
し
ハ
イ
ツ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
特
色
は
、
ア
メ
リ
カ
社
会
の
同
質
性
と
連
続

性
と
が
も
た
ら
し
た
思
想
的
欠
陥
を
突
い
た
点
に
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
、
想
像

　
　
　
　
　
ワ
ソ
　
ト
ラ
ツ
ク
コ
カ
ル
チ
に
ア

の
う
え
で
の
軋
道
一
つ
の
文
化
に
つ
い
て
、
そ
う
い
っ
た
懸
念
を
も
た
な
い
か

ら
し
て
、
ブ
ー
ス
テ
ィ
ン
は
バ
ー
ツ
を
一
歩
越
え
た
わ
け
だ
。
バ
ー
ツ
は
少
な

く
も
、
ア
メ
リ
カ
に
一
つ
の
思
想
体
系
を
認
め
る
。
し
か
し
、
ブ
…
ス
テ
イ
ン

は
ま
っ
た
く
何
も
認
め
な
い
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
、
し
か
し
時
に
は
重
な
り
合
う
よ
う
な
方
法
で
、
こ
れ

ら
二
つ
の
書
物
は
ア
メ
リ
カ
史
に
関
す
る
反
進
歩
的
解
決
の
一
般
的
輪
廓
を
描

い
た
の
で
あ
っ
た
。
他
の
歴
史
家
た
ち
が
、
ア
メ
リ
カ
史
と
い
う
物
語
の
特
定

の
エ
ピ
ソ
…
ド
を
書
き
癒
し
て
い
た
間
に
、
ブ
ー
ス
テ
ィ
ン
と
ハ
ー
ッ
は
筋
そ

の
も
の
を
改
訂
し
た
。
と
こ
ろ
が
ブ
ー
ス
テ
ィ
ソ
は
、
こ
こ
で
立
ち
ど
ま
る
こ

と
を
し
な
か
っ
た
。
次
に
は
三
部
作
と
い
う
計
画
で
、
野
心
的
に
も
『
ア
メ
リ

カ
人
』
と
題
す
る
そ
の
第
一
巻
（
目
げ
。
ン
鐸
曾
ざ
9
塁
　
麟
6
0
9
0
鼠
既
国
鰭

℃
。
ユ
2
さ
ρ
回
り
α
o
。
．
）
を
公
け
に
し
た
。
そ
れ
は
、
前
著
『
守
護
神
』
で
述
べ
ら

れ
た
主
題
を
丹
念
に
布
難
し
た
も
の
で
あ
る
。
・
本
書
は
ひ
と
と
お
り
一
し
か

し
学
問
的
に
一
1
、
植
民
地
時
代
全
般
を
扱
う
。
政
治
上
の
問
題
に
限
ら
れ
る

こ
と
な
く
一
こ
の
問
題
に
触
れ
た
部
分
は
比
較
的
少
な
い
一
、
宗
教
、
科

学
、
職
業
、
演
説
形
式
、
出
版
お
よ
び
戦
術
と
い
っ
た
諸
部
門
に
わ
た
る
。
こ

れ
ら
の
題
冒
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
ブ
ー
ス
テ
ィ
ン
は
彼
の
申
心
テ
ー
マ
、
も

な
わ
ち
ア
メ
リ
カ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
青
写
其
を
捨
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
生
活
に
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ソ
デ
ィ
フ
ア
レ
ン
シ
エ
イ
テ
ツ
ド
コ
メ
ン

ら
れ
た
社
会
酌
・
思
想
約
特
色
を
消
し
、
差
異
の
な
い
－
人
々
に
よ
る
同
質

的
社
会
へ
と
動
い
て
ゆ
く
こ
と
に
よ
っ
て
栄
え
た
次
第
を
述
べ
る
。
全
篇
を
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ラ
ク
テ
イ
カ
リ
チ
イ

ら
ぬ
い
て
添
さ
れ
て
い
る
点
は
、
ナ
イ
ー
ヴ
な
実
際
性
の
ゆ
え
に
、
ア
メ

リ
カ
人
は
ご
く
初
期
の
時
代
か
ら
、
分
裂
的
な
諸
原
理
に
わ
ず
ら
わ
さ
れ
な
い

安
定
し
た
生
活
方
法
で
一
つ
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
い
う
主
張
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
筆
者
か
ら
見
れ
ば
『
ア
メ
リ
カ
人
』
の
こ
の
第
一
巻
は
長
も
ち
の
す
る
寵
念

碑
で
あ
る
よ
り
は
、
き
ら
め
く
断
片
の
収
集
で
あ
り
、
大
き
な
業
績
で
あ
る
よ

り
は
、
魅
力
約
な
雑
録
藥
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
明
〃
ら
か
に
、
ア
メ
リ
カ

史
上
の
こ
の
時
代
を
扱
っ
た
書
物
の
中
で
最
も
問
題
提
起
的
な
著
作
で
は
あ
る

が
、
本
書
は
気
ま
ぐ
れ
に
i
故
意
に
と
い
っ
て
も
よ
い
一
、
一
つ
の
論
題
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を
例
証
す
る
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
ト
ピ
ヅ
ク
を
取
合
わ
せ
た
性
質
の
も
の
で
あ

り
、
し
か
も
そ
の
論
題
は
あ
ま
り
に
単
純
、
あ
ま
り
に
逃
げ
腰
で
あ
っ
て
、
　
一

国
民
の
複
雑
な
経
験
を
包
含
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
ア

メ
リ
カ
史
の
連
続
性
は
想
像
上
の
も
の
だ
か
ら
し
て
、
実
際
ブ
ー
ス
テ
ィ
ン
の

書
物
そ
れ
膚
体
に
は
一
貫
性
は
な
い
。
ア
メ
リ
カ
文
化
の
非
系
統
的
性
格
に
酔

い
し
れ
て
い
る
も
の
だ
か
ら
し
て
（
こ
の
本
に
は
計
画
性
だ
と
か
体
系
だ
と
か

は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
れ
は
幽
切
れ
の
よ
い
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
即
興
演
奏
の
連

続
で
は
あ
っ
て
も
、
決
し
て
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
と
は
な
ら
な
い
（
著
者
の
観
点
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
タ
フ
ァ
　

そ
う
い
う
も
の
だ
か
ら
し
て
、
暗
喩
な
ど
使
う
の
は
不
適
当
だ
。
シ
ン
フ
ォ
ニ

ー
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
酌
で
あ
り
、
彼
は
ジ
ャ
ズ
を
好
む
の
で
あ
る
）
。

　
思
想
上
の
限
界
を
社
会
的
な
価
値
に
還
元
す
る
ブ
ー
ス
テ
ィ
ソ
の
巧
妙
さ
は
、

い
ち
ぶ
た
り
と
も
た
る
む
と
こ
ろ
が
な
い
。
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
物
語
か
ら
始
ま

っ
て
、
彼
は
手
つ
と
り
ぼ
や
く
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
哲
学
的
深
さ
を
誇
｝
聾
し
た

近
頃
の
主
張
を
や
っ
つ
け
る
。
欝
己
の
思
想
を
ヨ
ー
罫
ッ
パ
で
創
っ
た
の
で
、

ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
は
ア
メ
リ
カ
で
は
、
実
際
に
出
会
の
建
設
へ
と
ま
い
進
ず
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
イ
セ
　
ソ

と
が
で
き
た
。
荒
野
を
自
己
の
戸
口
に
も
っ
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
は
非
組
合

タ
　
じ
　
ズ

教
会
派
を
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
だ
か
ら
彼
ら
は
、
綿
樒
な
寛
容
理
論
な

ど
を
考
え
出
す
必
要
が
な
か
っ
た
。
聖
書
と
イ
ギ
リ
ス
の
慣
習
法
と
を
自
己
の

指
針
に
し
て
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
抽
象
の
中
で
自
己
を
失
う
こ
と
な
く
、
先
例
に

従
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
こ
う
い
う
の
で
あ
る
。
他
の
著
作
豪
た

ち
が
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
を
そ
の
敬
慶
さ
の
ゆ
’
え
に
好
み
、
そ
の
狂
信
さ
の
ゆ
え

　
に
嫌
っ
た
の
に
対
し
て
、
ブ
！
ス
テ
イ
ン
は
彼
ら
の
真
面
冒
な
実
際
性
を
愛
好

す
る
の
で
あ
る
。

　
　
こ
の
、
概
し
て
点
数
の
甘
い
解
釈
の
中
で
、
手
荒
く
扱
わ
れ
て
い
る
グ
ル
…

r
プ
は
ク
ウ
ェ
ー
カ
ー
教
徒
で
あ
る
。
彼
ら
は
ア
メ
リ
カ
的
生
活
様
式
へ
の
抵
抗

を
代
表
す
る
。
つ
ま
り
彼
ら
は
、
宗
教
醗
原
理
を
社
会
上
の
便
宜
に
従
わ
せ
よ

う
と
し
な
か
っ
た
（
と
ブ
ー
ス
テ
ィ
ソ
は
い
う
）
。
　
例
に
よ
っ
て
、
人
閥
の
思

想
よ
り
も
人
間
の
態
度
と
い
う
も
の
に
視
点
を
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
ブ
ー
ス

　
テ
ィ
ン
は
、
ク
ウ
ェ
…
カ
ー
が
形
式
上
の
信
条
で
は
ド
グ
マ
を
も
た
な
い
に
か

か
わ
ら
ず
、
精
神
上
の
癖
と
し
て
は
独
善
家
で
あ
っ
た
と
す
る
。
伝
道
者
と
し

　
て
の
彼
ら
は
、
改
宗
を
求
め
る
の
で
は
な
く
て
殉
教
を
要
望
し
た
。
ペ
ン
シ
ル

　
ヴ
ェ
エ
ア
の
支
配
春
と
し
て
の
彼
ら
は
、
臨
分
の
純
潔
を
守
る
た
め
に
、
思
．
情

あ
る
立
法
を
或
る
程
度
な
い
が
し
ろ
に
し
た
り
、
時
に
は
公
け
の
貴
任
を
放
棄

し
た
り
さ
え
し
た
。
こ
う
い
う
世
事
の
常
識
か
ら
は
ず
れ
た
、
ま
た
非
ア
メ
リ

　
カ
人
爵
な
性
癖
に
よ
っ
て
、
ク
ゥ
誤
ー
カ
ー
は
臼
【
己
の
隣
一
人
に
偏
狭
と
な
り
、

　
つ
い
に
「
差
瀦
の
な
い
」
ア
メ
リ
カ
人
と
な
る
こ
と
に
失
敗
し
た
。
も
っ
と
悪

　
い
こ
と
に
は
、
彼
ら
は
精
神
的
な
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
で
あ
り
続
け
た
た
め
、
「
よ

　
い
」
意
味
で
の
ヨ
…
ロ
ッ
パ
か
ら
の
孤
立
を
哨
戒
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、

と
。
奴
隷
制
反
対
運
動
に
お
け
る
ク
ゥ
エ
ー
カ
…
の
指
導
手
役
舗
に
つ
い
て
は

　
何
も
語
ら
れ
て
い
な
い
し
、
彼
ら
の
宗
教
的
寛
容
に
つ
い
て
も
ほ
と
ん
ど
触
れ
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ら
れ
て
い
な
い
。
理
由
は
疑
い
も
な
く
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
ば
あ
ま
り
に
深
い

原
理
が
浸
み
こ
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
る
（
原
理
酌
だ
と
い
闇
）
事
実
を
も
つ
て
く

る
の
は
、
自
分
で
自
分
の
論
理
を
破
る
こ
と
に
な
る
か
ら
i
訳
者
注
）
。
　
こ
れ

に
反
し
ブ
ー
ス
テ
ィ
ン
は
、
ヴ
ァ
ジ
ニ
ア
で
の
宗
教
的
寛
｛
谷
に
拍
手
を
送
る
。

な
ぜ
な
ら
、
問
地
で
宗
教
的
寛
容
が
も
り
上
っ
て
き
た
の
は
、
実
際
的
な
妥
協

．
精
神
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
何
ら
か
の
理
論
か
ら
出
た
と
い
う
も
の
で
は
な

了
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
彼
は
い
う
。
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
で
の
不
寛
容
は
、

釜
会
の
統
一
を
維
持
す
る
た
め
に
「
有
効
」
だ
っ
た
か
ら
だ
、
と
。
し
か
し
彼

は
、
一
原
理
と
し
て
の
宗
教
的
寛
容
な
い
し
不
寛
容
の
ど
ち
ら
に
も
一
向
触
れ

て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
本
書
は
ま
た
、
そ
れ
が
高
く
評
価
し
て
い
る
機
会
主
繋
累
で
地
方
主
義
的
な

性
質
が
ど
ん
な
危
険
を
も
つ
て
い
る
か
を
終
始
無
視
し
た
、
あ
ま
り
に
も
頭
で

つ
く
っ
た
書
物
で
あ
る
。
特
に
最
後
の
、
軍
事
組
織
を
扱
っ
た
部
分
に
は
、
近

視
眼
的
な
ア
マ
チ
ュ
ア
趣
味
が
目
立
つ
。
本
書
は
ま
た
、
あ
れ
も
こ
れ
も
と
広

い
分
野
に
わ
た
り
す
ぎ
る
た
め
、
そ
の
要
旨
の
正
し
さ
に
全
幅
の
信
頼
を
お
き

え
な
く
さ
え
な
っ
て
し
ま
う
。
本
書
で
扱
わ
れ
た
ト
ピ
ッ
ク
の
蒋
干
、
例
え
ば

植
民
地
で
の
医
学
や
弁
護
士
開
業
な
ど
は
、
こ
れ
ま
で
わ
ず
か
の
専
門
家
の
注

意
を
惹
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
専
門
家
た
ち
は
疑
い
も
な
く
多
く
の
点
で
、

ブ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
説
明
の
ア
ラ
探
し
を
す
る
だ
ろ
う
が
、
本
書
の
も
つ
反
知
性

的
偏
冤
に
対
し
て
み
ず
か
ら
憤
り
を
抑
糊
で
き
る
よ
う
な
読
碧
な
ら
、
イ
ギ
リ

ス
の
型
と
ば
ば
つ
き
り
違
っ
た
初
期
ア
メ
リ
カ
生
活
の
諸
栂
に
つ
い
て
の
、
ブ

ー
ス
テ
ィ
ン
の
す
ぐ
れ
た
洞
察
力
を
見
い
だ
す
で
あ
ろ
う
。
全
体
と
し
て
み
て
、

ア
メ
リ
カ
文
化
の
中
に
あ
る
大
き
な
特
色
の
把
握
を
、
手
近
か
で
機
能
的
な
詳

細
審
頂
と
こ
れ
ほ
ど
有
効
に
結
び
つ
け
た
書
物
に
、
筆
者
は
ま
だ
接
し
た
こ
と

が
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
・
準
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
串

　
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
が
本
書
を
卜
い
て
ゆ
け
ば
ゆ
く
ほ
ど
、
ア
メ
リ
カ
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ラ
プ
マ

版
め
た
成
果
を
測
定
す
る
ブ
…
ス
テ
イ
ン
の
基
準
が
分
ら
な
く
な
る
。
　
「
実
利

テ
ィ
ツ
ク
ロ
テ
ン
パ
じ

的
気
質
扁
が
ア
メ
リ
カ
文
化
を
特
色
づ
け
、
そ
れ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
机
上
の

論
理
的
文
化
と
異
ら
し
め
た
ゆ
え
ん
だ
と
い
う
考
え
方
は
、
ア
メ
リ
カ
国
民
に

と
っ
て
最
も
当
り
ま
え
の
紋
切
型
で
あ
る
。
一
八
九
三
年
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ジ

ャ
ク
ソ
ン
・
タ
ー
ナ
ー
は
、
　
「
す
ば
や
く
臨
機
の
処
澱
を
見
つ
け
る
、
あ
の
実

際
的
で
工
夫
に
富
ん
だ
性
向
、
芸
術
性
に
は
欠
け
る
が
大
き
な
目
的
を
達
成
す

る
に
は
力
強
い
、
物
質
的
な
事
柄
の
巧
妙
な
把
握
」
を
掃
情
的
に
語
っ
た
。
ブ

ー
ス
テ
ィ
ン
が
は
つ
ぎ
り
と
そ
の
見
解
を
訂
正
し
ょ
う
と
し
て
い
る
進
歩
的
歴

史
家
の
大
半
が
、
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
イ
メ
ジ
を
抱
い
た

も
の
な
の
だ
。
彼
の
見
と
お
し
は
実
の
と
こ
ろ
、
経
験
を
強
硬
に
尊
重
し
続
け

た
時
代
お
く
れ
の
自
由
主
義
的
実
利
主
義
者
の
見
と
お
し
と
、
そ
ん
な
に
違
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
（
彼
の
見
と
お
し
瞳
歴
て
ん
な
に
新
し
く
は
な
い
一
訳
者
注
）
。

　
（
し
か
し
、
こ
こ
に
問
題
が
あ
る
…
露
髄
注
）
な
る
ほ
ど
、
見
か
け
は
し
ば
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し
ば
非
常
に
似
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
（
醐
じ
く
経
験
を
云
々
し
て
も
、
ブ
ー

ス
テ
ィ
ソ
の
本
質
に
は
似
て
も
似
つ
か
ぬ
も
の
が
あ
る
一
訳
者
注
）
。
　
バ
リ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
ル
コ
レ
ト
ル

ト
ン
や
ビ
ア
ー
ド
の
よ
う
に
、
ブ
ー
ス
テ
ィ
ン
は
純
文
学
を
貴
族
主
義
酌
社
会

や
抑
圧
的
な
階
級
組
織
や
、
よ
ど
ん
だ
特
権
制
度
に
結
び
つ
け
る
。
ジ
ョ
ン
・

デ
ュ
！
イ
の
哲
学
の
よ
う
に
、
ブ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
歴
史
は
、
過
去
の
形
式
的
な

学
問
に
拘
束
さ
れ
な
い
、
経
験
を
主
と
し
た
思
想
家
ー
ー
実
践
家
一
…
例
え
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
じ
ソ
ド
サ
イ
グ
ノ
ラ
ア
ス

幸
運
に
も
ヨ
…
ロ
ッ
パ
医
学
の
物
知
り
の
無
知
で
教
え
こ
ま
れ
な
か
っ
た
初
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ラ
グ
ヤ
チ
イ
ス
ト

ア
メ
リ
カ
の
医
轟
1
を
称
揚
し
て
い
る
。
す
ぐ
れ
た
実
利
主
義
者
で
で
も
あ

る
か
の
よ
う
に
、
ブ
ー
ス
テ
ィ
ン
は
、
ア
メ
リ
カ
を
革
新
だ
と
か
実
験
だ
と
か
、

新
奇
な
経
験
へ
の
流
動
酌
な
対
応
性
だ
と
か
と
同
一
視
す
る
。
彼
の
民
主
主
義

酌
レ
ト
リ
ッ
ク
は
、
時
と
し
て
実
利
主
義
者
自
身
の
そ
れ
を
越
え
て
し
ま
う
。

ア
メ
リ
カ
人
を
「
差
別
の
な
い
人
問
」
だ
と
す
る
彼
の
イ
メ
ジ
は
、
ホ
イ
ッ
ト

マ
ン
が
讃
え
た
「
天
与
の
通
常
轍
比
（
象
く
貯
①
蜜
δ
奏
⑳
①
　
繊
典
は
『
草
の
葉
』

i
訳
看
注
）
へ
と
後
戻
り
す
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
本
書
の
内
容
に
は
、
い
つ
も
こ
う
い
っ
た
修
辞
学
的
誇
張
だ
け
が
廻

立
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
他
、
彼
が
実
際
に
書
い
て
い
る
と

こ
ろ
を
見
れ
ば
、
そ
こ
に
は
大
し
て
実
証
は
見
当
た
ら
ず
、
環
境
が
植
民
地
人

に
何
か
を
つ
く
ら
せ
た
と
い
う
以
外
に
は
、
新
機
軸
を
出
し
た
様
子
も
な
く
、

ま
た
彼
が
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
意
味
に
関
心
を
も
つ
て
い
る
と
い

う
專
実
も
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
。
・
本
書
の
白
軍
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
言
語
が

ア
メ
リ
カ
で
、
も
と
の
型
の
影
響
を
受
け
つ
つ
な
お
ど
ん
な
に
い
ち
じ
る
し
く

標
準
化
し
た
か
、
を
扱
っ
た
部
分
で
あ
る
。
こ
の
言
語
上
の
～
様
さ
を
解
し
て

「
平
等
を
求
め
る
地
方
語
」
と
し
た
の
は
、
な
る
ほ
ど
本
書
の
論
旨
に
沿
う
も

の
で
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
新
解
釈
と
い
っ
た
よ
う
な
点
も
な
け
れ

ば
実
註
も
な
い
。
平
等
と
い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
も
、
妊
る
部
分
で
は
愛
着
を

も
つ
て
、
ヴ
ァ
ジ
ニ
ア
の
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ
ー
を
述
べ
て
さ
え
い
る
i
著
潔

に
よ
れ
ば
、
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
イ
ク
に
ま
た
鵜
呑
み
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
ア
リ
ス
ト
ク

ラ
テ
ィ
ッ
ク
な
型
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
の
が
、
そ
の
特
別
の
資
質
だ
と
い
う

の
だ
。
さ
ら
に
も
っ
と
別
の
例
を
あ
げ
る
な
ら
、
　
「
保
守
的
田
版
業
」
と
題
し

た
箇
所
を
見
よ
。
そ
れ
は
、
植
民
地
の
出
版
業
者
が
良
書
を
出
版
す
る
必
要
が

な
か
っ
た
か
ら
し
て
、
公
共
一
般
に
奉
仕
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
書
き
出

し
で
あ
り
、
禺
版
業
者
は
、
自
分
た
ち
に
補
助
金
を
く
れ
か
つ
自
分
た
ち
を
統

制
し
た
支
配
者
層
に
纂
実
上
奉
仕
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
筆
を
措
い
て
い
る
。

　
明
ら
か
に
、
ア
メ
リ
カ
の
諸
制
度
を
こ
の
よ
う
に
口
当
り
よ
く
承
認
す
る
と

い
う
式
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
は
、
わ
れ
わ
れ
が
知
り
慣
れ
て
い
る
闘
争
的
信

念
に
た
だ
表
面
上
似
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
真
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ス
ト
た
ち
に

と
っ
て
は
一
…
ジ
ェ
ー
ム
ズ
や
デ
ュ
ー
イ
や
そ
の
一
党
金
体
に
と
っ
て
は
i
、

知
識
人
こ
そ
歴
史
上
創
造
的
な
役
割
を
果
し
た
人
々
な
の
で
あ
っ
た
。
思
想
こ

そ
、
実
際
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
貴
重
な
道
具
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て

「
実
際
豹
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
不
断
に
か
つ
慎
璽
に
、
現
存
の
諸
制
度
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を
変
化
し
つ
つ
あ
る
諸
問
題
に
適
応
さ
せ
る
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
ブ
i
・
・
ハ
テ
ィ
ン
に
お
い
て
は
、
思
想
は
行
動
を
み
ち
び
か
な
い
。
行
動
が
思

想
を
規
定
す
る
か
、
或
い
は
思
想
を
不
必
要
な
も
の
に
す
る
。
彼
に
と
っ
て
、

実
際
的
な
も
の
と
は
た
だ
俵
統
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
も
ア
メ
リ
カ
人
に
と

っ
て
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
実
験
と
は
わ
れ
わ
れ
の
神
聖
な
先
入
観
で
あ
り
、

わ
が
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
・
ア
メ
リ
カ
ン
の
正
教
で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
、
環
境
に
順
応

す
る
わ
れ
わ
れ
の
仕
方
で
あ
り
、
そ
し
て
こ
の
仕
方
は
、
ブ
ー
ス
テ
ィ
ソ
に
し

て
み
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
保
守
主
義
と
違
っ
て
、
何
ら
余
計
な
原
理
を
秘
蔵

し
な
い
ゆ
え
に
こ
そ
、
い
ち
だ
ん
と
快
適
な
も
の
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
う

い
う
考
え
方
で
は
、
実
利
的
な
諸
価
値
は
そ
れ
が
か
つ
て
も
っ
て
い
た
わ
ず
か

の
一
貫
性
を
さ
え
失
っ
て
し
ま
い
、
よ
り
大
き
い
普
遍
的
価
値
と
の
一
切
の
関

連
を
な
く
し
て
し
ま
う
。
方
向
感
覚
を
少
し
も
与
え
な
い
か
ら
し
て
、
そ
う
い

う
意
味
の
実
利
的
価
値
は
、
わ
が
国
畏
的
博
物
館
の
中
の
古
く
さ
い
陳
列
品
と

化
し
て
し
ま
う
。
活
動
力
は
単
な
る
所
有
物
と
化
し
、
わ
れ
わ
れ
の
実
利
斜
な

慣
性
は
、
は
っ
き
り
ア
メ
リ
カ
的
だ
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
り
う
る
環
境
に
た

だ
黙
従
す
る
と
い
う
こ
と
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ょ
う
せ
つ

　
保
守
的
な
歴
史
学
を
求
め
る
た
め
に
、
実
利
的
な
態
度
を
こ
こ
ま
で
剰
窃
し

て
解
釈
し
た
と
い
う
理
由
は
、
ど
こ
か
ら
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
職
、
ア
メ
リ

カ
人
』
の
誉
者
は
、
必
ず
し
も
経
験
的
な
事
柄
に
そ
れ
ほ
ど
愛
着
を
も
つ
た
り
、

ま
た
諸
理
論
を
そ
れ
ほ
ど
軽
蔑
し
た
り
し
て
、
本
書
を
書
い
た
の
で
は
な
い
。

一
九
四
八
な
＋
に
彼
は
、
『
ト
ー
マ
ス
・
ジ
ェ
フ
ァ
ス
ソ
の
失
わ
れ
た
世
階
介
』

（
械
び
。
い
。
巽
タ
．
o
凱
α
o
h
島
6
日
誌
ω
甘
自
。
誘
。
一
μ
）
ー
ジ
ニ
フ
ァ
ス
ン
の
思
想

の
構
造
と
仮
定
と
に
関
す
る
周
到
な
研
究
一
を
著
わ
し
た
。
そ
の
本
で
事
実

彼
は
、
抽
ん
象
約
音
原
理
に
つ
い
て
き
わ
め
て
真
剣
に
考
え
た
。
つ
ま
り
、
ア
メ

リ
カ
人
の
実
利
的
な
気
質
が
も
た
ら
す
醤
学
的
結
果
を
探
り
、
そ
し
て
そ
れ
ら

の
結
果
を
危
険
な
も
の
と
見
た
の
で
あ
っ
た
。
要
点
は
、
人
間
性
の
反
省
面
を

ジ
エ
フ
ァ
ス
ソ
が
過
少
評
価
し
た
点
に
お
か
れ
た
。
ジ
ェ
フ
ァ
ス
ン
の
真
意
は
、

「
神
と
わ
れ
自
身
と
が
平
和
を
保
つ
必
要
よ
り
も
、
世
俗
的
な
事
柄
を
達
成
し

よ
う
と
す
る
願
望
」
に
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
本
書
は
、
形
而
上
学
に
つ

い
て
の
ジ
ェ
フ
ァ
ス
ン
の
嫌
悪
が
、
彼
を
思
想
的
混
乱
に
陥
れ
た
と
い
う
こ
と
、

彼
の
物
質
・
本
位
的
な
諸
前
提
が
、
結
局
そ
の
後
の
ア
メ
リ
カ
思
想
の
道
徳
的
魯

鈍
さ
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
こ
と
、
を
主
張
し
た
。
と
こ
ろ
が
い
ま
や
、
魎
端

な
反
転
作
用
か
ら
、
か
つ
て
ジ
ェ
フ
ァ
ス
ソ
に
そ
の
貴
め
を
帰
し
て
い
た
悪
弊

は
ア
メ
リ
カ
の
長
所
と
な
っ
た
。
儒
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
や
り
口
で
、
ブ
！
ス

テ
イ
ン
は
み
ず
か
ら
そ
の
思
想
的
コ
ン
パ
ス
の
面
折
で
も
つ
て
、
ア
メ
リ
カ
史

の
薪
解
釈
と
い
う
地
図
を
手
が
け
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
い
っ
た
ブ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
廻
れ
右
を
理
解
す
る
に
は
、
こ
の
二
つ
の
書

物
が
方
法
こ
そ
違
え
、
と
も
に
深
く
保
守
主
義
に
根
ざ
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘

す
る
の
が
有
益
だ
ろ
う
。
　
『
失
わ
れ
た
世
界
』
は
哲
学
的
保
守
主
義
に
立
脚
し

て
い
る
。
そ
れ
は
新
ト
ー
マ
ス
派
の
思
想
象
に
よ
っ
て
穣
か
れ
た
、
と
い
っ
て
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も
よ
い
く
ら
い
だ
、
な
ぜ
な
ら
本
質
的
に
そ
れ
は
、
ジ
ェ
フ
ァ
ス
ソ
か
ら
デ
ュ

ー
イ
へ
と
つ
な
が
る
自
由
主
義
の
伝
統
を
、
神
と
歴
史
の
ま
え
で
謙
虚
さ
を
欠

く
も
の
と
し
て
葬
難
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
他
方
口
、
ア
メ
リ
カ

人
』
の
ほ
う
は
、
経
験
諭
酌
な
保
守
主
義
か
ら
出
て
い
る
。
そ
れ
は
一
切
の
イ

デ
オ
p
ギ
ー
を
、
長
い
間
存
在
し
て
い
る
諸
制
度
の
重
要
性
と
い
う
名
に
か
け

て
排
斥
す
る
。
ま
え
の
書
物
で
は
、
わ
れ
わ
れ
に
は
保
守
主
義
の
哲
学
が
必
要

だ
、
と
い
う
こ
と
が
暗
示
さ
れ
て
い
た
。
最
近
の
書
物
で
は
、
わ
れ
わ
れ
に
は

何
か
も
つ
と
よ
い
も
の
、
つ
ま
り
保
守
的
な
生
活
様
式
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と

が
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
一
つ
の
立
場
か
ら
他
の
立
場
へ
の
移
行
は
、
筆
者
の
考
え
で
は
、
保
守
主
義

の
思
考
内
で
の
流
行
の
変
化
を
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
一
九
四
〇
年
代

の
末
か
ら
五
〇
年
代
の
は
じ
め
頃
、
歴
史
に
関
心
を
も
つ
多
く
の
知
識
人
が
、

ア
メ
リ
カ
保
守
主
義
思
想
の
伝
統
を
定
義
し
よ
う
と
努
め
て
い
た
。
歴
史
家
た

ち
は
非
常
に
長
い
間
、
自
由
主
義
ヒ
ー
ロ
ー
の
相
次
ぐ
掛
親
を
あ
が
め
奉
っ
て

き
た
の
で
、
戦
後
覇
気
分
へ
の
こ
う
い
っ
た
最
初
の
反
作
用
は
、
自
由
主
義

者
列
後
に
匹
敵
す
る
保
守
主
義
の
権
威
者
た
ち
の
殿
堂
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な

っ
た
。
ラ
ッ
セ
ル
・
カ
ー
ク
（
囲
内
嘔
㏄
切
○
一
一
　
一
（
南
瓦
一
（
）
や
ク
リ
ン
ト
ン
・
ロ
シ
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

（
○
一
一
昌
叶
◎
海
　
涛
O
ω
ω
一
叶
①
壇
）
や
、
そ
の
他
思
想
史
家
た
ち
の
著
作
は
、
数
多
く
の

ア
メ
リ
カ
思
想
家
が
原
罪
を
重
ん
じ
、
公
式
の
進
歩
崇
拝
に
反
対
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
を
…
目
し
た
。
ブ
ー
ス
テ
ィ
ン
の
『
失
わ
れ
た
世
界
」
も
、
こ
・
）
い
っ

た
系
列
に
属
す
る
も
の
だ
…
た
と
え
そ
の
貢
献
の
仕
方
が
、
自
由
主
義
の
像

統
の
失
敗
を
あ
ば
い
た
だ
け
で
あ
っ
て
、
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
段
階
に
と
ど
ま
っ
た

と
し
て
も
。

　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
串
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
し
か
し
な
が
ら
閥
も
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
の
保
守
主
義
を
ア
メ
リ
カ
の
環

境
の
中
に
打
ち
建
て
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
消
え
て
な
く
な
っ
た
。
今
日
、
わ

れ
わ
れ
は
そ
れ
を
耳
に
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
こ
う
い
っ
た
運
動
は
あ

ま
り
に
は
っ
き
り
と
ポ
レ
ミ
カ
ル
な
香
り
を
も
ち
、
あ
ま
り
に
非
現
実
的
な
味

覚
を
も
つ
た
。
い
わ
ば
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
中
で
の
大
嵐
で
あ
っ
た
。
ジ
諏
ー

ジ
・
フ
ィ
ツ
ヒ
苫
i
　
（
O
O
O
冠
σ
q
O
男
数
N
ぴ
嘔
σ
Q
一
μ
）
、
　
オ
レ
ス
テ
ス
・
ブ
ラ
ウ
ン
ソ

ン
（
O
H
o
。
。
け
。
。
α
切
見
。
妻
屋
。
昌
）
お
よ
び
ア
ー
ヴ
ィ
ソ
グ
・
バ
ビ
ッ
ト
（
騨
く
貯
α
Q

ゆ
ρ
げ
ぼ
算
）
の
よ
う
な
人
々
は
、
も
っ
と
も
っ
と
深
さ
を
も
っ
て
い
た
も
の
だ
、

或
い
は
熱
り
に
一
歩
譲
っ
て
も
、
何
か
か
な
り
の
迫
力
を
も
つ
て
い
た
も
の
だ
、

と
い
う
よ
う
に
信
ず
る
大
信
念
が
必
要
と
さ
れ
た
。
実
業
象
や
政
治
家
た
ち
の

一
そ
し
て
多
く
の
知
識
人
ま
で
も
そ
う
だ
が
1
非
常
に
が
ち
つ
と
し
た
保

守
主
義
自
体
が
、
啓
蒙
思
想
と
岡
じ
言
葉
を
用
い
た
（
事
由
と
か
平
等
と
か
一

訳
春
注
）
。
　
霞
由
主
義
考
も
保
守
主
義
者
も
、
も
は
や
は
っ
き
り
と
区
別
し
難

い
よ
う
に
見
え
た
。
両
者
の
間
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
ギ
ャ
ッ
プ
は
縮
ま
る
か
の

よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
黙
認
の
気
分
が
あ
ら
ゆ
る
隅
々
に
拡
が
る
に
つ
れ
て
、

い
ま
や
保
守
主
義
思
想
の
伝
統
を
擁
護
す
る
必
要
も
な
く
な
っ
た
。
自
由
主
義
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アメリカ史学に見える保守主1義の大勢（今津）

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
切
つ
先
を
に
ぶ
ら
せ
た
と
き
、
保
守
主
義
岩
も
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
の
窟
を
必
要
と
し
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
保
守
的
な
歴
史
学
が
、
外
見
上
そ
う
い
う
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
で
、
流

行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
点
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、

右
派
の
役
割
を
弁
護
す
る
こ
と
を
し
な
い
で
、
左
派
を
右
派
と
三
熱
さ
せ
る
。

そ
れ
は
次
の
よ
う
に
論
ず
る
。
ア
メ
リ
カ
は
こ
れ
ま
で
通
常
、
保
守
的
気
質
を

自
由
主
義
的
な
心
の
状
態
に
融
合
さ
せ
て
き
た
の
だ
、
と
。
こ
う
し
て
そ
れ
は
、

ア
メ
リ
カ
文
化
の
同
質
性
と
連
続
性
と
を
見
せ
び
ら
か
す
。
今
日
の
保
守
主
義

思
想
に
同
調
し
た
物
の
書
き
方
で
、
　
エ
リ
ッ
ク
・
マ
ッ
キ
ト
リ
ヅ
ク
（
肖
昌
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

と
。
峯
霞
陣
。
δ
は
般
近
次
の
よ
う
に
指
摘
し
た
。
歴
史
は
諸
制
度
の
力
を
強
調

す
る
も
の
で
あ
る
。
歴
史
に
は
な
ん
ら
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
枠
も
な
い
一
加

え
て
い
い
う
る
な
ら
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
反
対
だ
と
い
う
枠
以
外
に
は
な
い
の

だ
、
と
。
ブ
ー
ス
テ
ィ
ン
は
彼
の
最
近
の
二
つ
の
書
物
で
、
こ
の
一
派
に
加
つ

た
。
そ
し
て
破
る
意
味
で
、
こ
の
派
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
な
る
ほ
ど
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
家
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
う
い
5
見
解
の
利
点
は

少
な
く
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
彼
ら
を
、
い
わ
ゆ
る
進
歩
的
な
歴
史
学
の
あ
ま

り
に
も
安
易
な
デ
ュ
ア
リ
ズ
ム
か
ら
縁
を
切
ら
せ
た
。
そ
れ
は
彼
ら
を
促
し
て
、

ア
メ
リ
カ
諸
調
度
を
理
解
す
る
う
え
の
、
重
要
か
つ
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
仕
事
を
さ

せ
つ
つ
あ
る
。
彼
ら
は
そ
の
仕
事
を
続
け
る
べ
き
だ
ろ
y
）
。
し
か
し
な
が
ら
、

保
守
酌
な
思
考
の
規
格
（
h
吐
ρ
謬
P
①
　
O
h
　
壇
O
噛
①
触
0
謬
O
①
）
は
、
ア
メ
リ
カ
史
の
中
に

　
　
ス
ボ
ソ
タ
ニ
ド
テ
ゴ
　
　
ユ
プ
ア
ヅ
ニ
ス
ソ
ス
　
　
　
　
　
　
ヴ
ア
で
ず
レ
ノ
ス

あ
る
自
発
性
、
　
興
　
奮
お
よ
び
暴
　
力
と
い
っ
た
諸
要
素
を
扱
う
う
え

で
の
、
無
能
力
な
麻
癖
状
態
を
つ
く
り
出
す
。
境
在
の
こ
う
い
5
気
分
に
反
抗

し
て
成
功
し
た
数
少
な
い
算
学
批
評
家
の
一
人
、
　
ジ
チ
ャ
ー
ド
・
チ
ニ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

（
匹
9
鍵
創
O
げ
霧
。
）
は
、
最
近
、
目
立
つ
た
ア
メ
リ
カ
の
諸
小
説
の
特
徴
と

　
　
　
　
　
ワ
イ
ル
ド
ニ
ス
　
ィ
ク
ス
ト
ラ
ヴ
ア
ガ
ソ
ス

な
っ
て
い
る
野
　
注
と
突
飛
さ
と
に
人
々
の
注
意
を
促
し
た
。
こ
れ
に
似
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
レ
ヨ
ト
ロ
ア
ウ
エ
し
ク
ニ
ソ
グ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
レ

よ
う
な
性
質
の
こ
と
が
、
十
八
世
紀
の
大
覚
醒
運
動
か
ら
二
十
世
紀
の
赤

エ
ト
コ
レ
ッ
ド
サ
ス
ケ
ア
ズ

へ
の
大
恐
怖
（
第
一
次
大
戦
末
の
パ
ー
マ
ー
旋
風
や
第
二
次
大
戦
後
の
マ
ッ
カ

…
シ
ズ
ム
な
ど
一
訳
山
導
）
に
至
る
ま
で
、
わ
れ
わ
れ
の
歓
会
を
震
動
さ
せ
て

き
た
の
だ
ー
ア
メ
リ
カ
社
会
が
強
固
な
制
度
上
の
構
造
を
も
つ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
で
あ
る
。

　
か
て
て
加
え
て
、
今
日
の
保
守
主
義
は
、
思
想
上
の
闘
争
を
真
剣
に
考
え
よ

う
と
す
る
歴
史
家
の
能
力
を
に
ぶ
ら
ぜ
る
結
果
を
と
も
な
っ
て
い
る
。
歴
史
家

が
闘
争
そ
れ
自
体
を
信
じ
な
い
か
（
ア
メ
リ
カ
人
は
か
な
り
多
く
、
一
つ
の
心

を
も
つ
て
今
日
ま
で
き
た
と
い
讐
）
の
だ
）
、
　
或
い
は
そ
の
闘
争
を
無
意
味
な
も

の
に
し
て
し
ま
っ
て
、
一
定
の
心
理
学
的
調
整
の
中
へ
入
れ
て
し
ま
う
か
ら
で

あ
る
。
こ
の
ど
ち
ら
の
場
合
に
お
い
て
も
、
不
安
を
交
え
た
自
己
満
足
の
霧
が
、

現
在
、
ア
メ
リ
カ
の
過
去
の
上
を
蔽
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
近
い
将
来
、
多
く
の
批
判
的
学
者
た
ち
が
、
か
つ
て
偉
大
な
進
歩
的
歴
史
家

た
ち
を
魅
了
し
た
あ
の
両
極
性
を
強
調
す
る
だ
ろ
う
、
な
ど
と
い
う
こ
と
は
あ

り
え
な
い
し
、
ま
た
彼
ら
が
そ
う
す
る
の
は
望
ま
し
い
こ
と
で
も
な
い
。
確
か
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に
今
日
で
は
、
ジ
ェ
フ
プ
ス
ン
と
ハ
ミ
ル
ト
ン
、
或
い
は
人
闘
の
権
利
と
財
産

権
と
の
争
い
が
ア
メ
リ
カ
思
想
史
の
枠
だ
、
な
ど
と
い
い
張
る
者
は
誰
も
な
い
。

し
か
し
バ
リ
ン
ト
ン
や
ビ
ア
ー
ド
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
こ
と
は
、
問
題
の
解

決
と
な
ら
な
い
。
ア
メ
リ
カ
思
想
は
他
の
弁
証
法
的
パ
タ
ー
ン
を
も
つ
て
い
る
。

そ
れ
を
、
現
在
流
行
の
一
致
感
覚
の
崇
拝
が
隠
し
て
出
さ
な
い
の
で
あ
る
。
な

か
ん
ず
く
こ
の
種
の
崇
拝
は
、
合
衆
国
史
の
う
え
で
必
ず
し
も
些
細
だ
と
い
い

切
っ
た
り
、
等
閑
に
附
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
役
割
を
果
し
た

或
る
道
徳
的
問
題
を
無
力
に
し
て
し
ま
う
。
そ
れ
ら
の
道
徳
的
問
題
が
ど
ん
な

に
重
大
な
も
の
で
あ
り
、
か
つ
緊
急
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
か
を
再
発
見
す
る

た
め
に
は
、
歴
史
家
は
ビ
ア
ー
ド
や
バ
リ
ン
ト
ン
の
カ
テ
ゴ
リ
を
必
要
と
し
な

い
し
、
恐
ら
く
、
彼
ら
の
い
ま
は
も
う
価
値
の
下
っ
た
実
利
主
義
的
哲
学
な
し

で
も
や
っ
て
ゆ
け
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
彼
ら
が
抱
い
た
も
っ
と
深
い
価
値
、
つ
ま

り
闘
士
的
精
神
の
認
識
、
怒
り
へ
の
感
応
性
、
不
正
を
見
ぬ
く
感
受
性
な
く
し

て
進
む
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
み
じ
め
な
代
価
を
払
う
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

①
　
特
に
第
ナ
三
、
十
四
地
髪
、
ア
メ
リ
カ
史
学
思
癬
｝
に
触
れ
た
部
分
廓
少
照
。

　
因
み
に
、
本
勲
M
は
恩
師
パ
リ
ソ
ト
ン
に
捧
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

②
　
U
ρ
＜
己
℃
O
算
①
巴
（
H
㊤
同
O
一
　
　
）
　
イ
ェ
ー
ル
大
学
の
ア
メ
リ
カ
史
数

　
授
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
オ
ー
ガ
ス
タ
に
生
れ
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
で
修
±
と
博

　
士
と
を
獲
得
、
　
　
九
凶
二
年
か
ら
舞
校
の
教
壇
に
立
ち
、
四
九
年
に
正
教

　
授
。
こ
の
間
四
七
年
に
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
名
轡
修
士
、
続

　
い
て
問
大
学
の
ハ
ー
ム
ス
ウ
ォ
ー
ス
教
授
を
兼
任
し
た
（
四
七
一
四
八
年
）
。

　
著
書
に
．
、
》
彗
。
鼠
。
鍵
ρ
Q
Q
o
o
β
｝
頃
厨
8
同
《
、
、
一
．
、
出
圃
ω
8
q
o
｛
ω
○
虹
夢
．
．
一

　
．
．
ぴ
貯
8
『
㊤
厳
踏
δ
℃
鷲
曙
一
コ
島
o
Q
Q
o
8
。
・
ω
δ
降
9
芭
ω
．
、
（
共
著
）

　
、
、
O
Q
巴
㊦
o
け
℃
巴
。
甑
①
ヨ
ω
陣
”
》
諺
①
村
一
〇
ρ
欝
口
置
梓
。
叫
k
、
、
（
北
一
著
）
が
あ
る
。

③
　
三
部
作
『
”
U
S
A
』
の
中
の
言
葉
。
一
九
三
〇
年
代
の
ド
ス
・
パ
ソ
ス

　
は
い
ち
じ
る
し
く
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
に
接
近
し
た
。
合
衆
国
は
富
め
る
者
と

　
貧
し
い
春
と
の
、
二
つ
の
相
分
れ
た
二
野
か
ら
な
る
、
と
い
う
意
味
。

④
O
捗
G
o
ρ
ヨ
郎
9
頃
塁
伊
目
ぎ
涛
⑦
ω
℃
o
蕊
。
8
ぎ
費
ω
三
巴
ω
ヨ
”
蕊
。
。
7

　
お
置
u
一
Φ
切
メ

⑤
U
o
鼠
。
。
国
舞
ぎ
（
お
お
i
　
）
オ
ハ
イ
オ
州
ヤ
ン
グ
ス
タ
ウ
ン
に
生

　
れ
、
　
一
九
四
〇
年
ハ
ー
ヴ
ァ
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Main　Current　of　Conservativism　in

　　　the　American　Historiography

　　　　　by

Akira　lmazu

　　In　the　American　historiography　was　there　a　period　when　it　had　a

1〈ind　of　innovative　current　in　the　formation　of　social　history　or　history

of　ideas．　Generaily　speaking，　the　period　the　War　to　the　War　with

New　Deal　in　the　middle，　having　three　prominent　historians，　Turner，

Beard，　and　Parrington．　After　the　Secon　World　War，　however，　th2s

current　completely　disappeared，　’ b?ｃａｕｓｅ　of　the　inner　requirement　to

adjust　an　easy　polar　grasp　by　so－callecl　progressive　hlstorians，　but　in

a　more　substantial　sense，　because　of　the　American　capitalistic　structure

i£self，　or　its　lnternational　opposltion　te　tl］e　communist　world．

　　This　article　ti’ies　to　draw　an　outline　of　conservative　current　in　the

American　historiography，　through　the　monograph　of　John　Hyam，　a

miclclle　standing　professor　of　Michigan　State　University．
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